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周　　中国の高床式住居

中 国 の 高 床 式 住 居

そ の分 布 ・儀礼 に 関す る研究 ノー トー

周 達 生 ＊

On Stilt Houses in China

 ZHou Dasheng [Chou  Ta-sheng]**

   The purpose of this paper is two  fold.: (1)  to demonstrate 
the distribution of stilt houses by ethnic  group; and (2) to 
compare the ceremonies during and after house construction 
among these ethnic groups. In the concluding section, the 
author discusses why this architectural form continues in use 
until the present.
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．１． は じ め に

　日本の民家の源流を探る場合，日本の内在的要素も無視できないが，日本の地理的

位置からみて，周辺地域，つまり，中国大陸，朝鮮半島，北アジア，東南アジア，オ

セァニアの諸地域の影響 という，外来的要素も考えてよいだろう。とすれば，日本と

周辺地域 との比較検討は，たいへん重要になってくる。

　日本 と周辺地域の民家の比較検討で，本稿で問題にする高床式住居 （杭上住居）に

＊ 国 立 民 族 学 博 物 館 第 １研 究 部

＊＊ Ｔｈｅ　ａｕｔｈｏｒ，ｓ　ｎａｍ ｅ　ｉｓ　Ｒｏｍ ａｎｉｚｅｄ　ａｃｃｏｒｄｉｎｇ　ｔｏ　ｔｈｅ　Ｐｉｎｇｉｎ　ｓｙｓｔｅｍ ［Ｒ ｏｍ ａｎｉｚａｔｉｏｎ　ｉｎ　ｔｈｅ　Ｗ ｅｄｅ

　 ｓｙｓｔｅｍ　ｉｓ　ｇｉｖｅｎ　ｉｎ　ｂｒａｃｋｅｔｓ］．

９０１



国立民族学博物館研究報告　　１１巻４号

ついては，従来，個別小地域の断片的とりあつかいが多 く，広域を包括する比較研究

が少なかった。

　 ところが，１９６０年代以降，東南アジア全域の民家を体系的に概観 し，比較研究を試

みた報告が，後述するように現われる。また，オセァニアに関しても，同種の報告が

現われるようになった。国立民族学博物館の特別研究の一つである 「日本民族文化の

源流の比較研究」は，総合的シンポジウムを毎年開催 しており，１９８２年度はその第 ４

回目として，「すまい」をテーマにとりあげ，１９８３年 １月１９日から２２日まで シンポジ

ウムを行なった。その結果は，杉本尚次編 『日本のすまいの源流一 日本基層文化の

探究』として，すでに刊行されている ［杉本　１９８４］。そのシンポジウムにおいては，

日本の周辺地域として，東南アジァ，オセアニァだけでなく，中国大陸や朝鮮半島，

北 アジアも含めて討論された。その際，中国の高床式住居については，田中　淡と筆

者が触れることになったが，田中は 「中国住宅の類型」［田中　 １９８４：３４３－－３７０］の中

でそれをとりあげ，筆者はそれに対するコメントとして，「巨視的にみた中国の民家」

［周　 １９８４ａ：３７１－３８１］の中で，大局的に高床式住居に触れただけである。そのため，

本稿において，中国大陸の高床式住居をより詳 しく論 じようと考えた次第である。

　中国の高床式住居についてのこれまでの調査研究は，たいへん少な く，そのため文

献資料 もたいへん乏しい。筆者は，１９７３年以来，ほぼ毎年中国で調査を行なってきた。

その調査は，必ずしも民家に限定される調査ではなかった。また，民家に主体を置い

た調査であっても，たとえば，高床式住居の立柱から棟上げといったような建築の過

程，あるいは，棟上げ式のような儀式の過程を観察することは，その機会 に恵まれる

ことは容易でなく，偶然性に左右される。 したがって，収集できた資料は，充分なも

のであるとはいえない。

　 ところが，たとえば，雲南省西双版納タイ族自治州の１９７８年訪問時では，水道が高

床式住居に引かれていなかったし，１９８０年の訪問時でも同様であったのに，１９８２年の

訪問時では，一部にすぎないが，高床式住居のバルコニーのそばに水道を備えるもの

が出現 していた。 もちろん，各村には，従来同様，屋根付 きのりっぱな井戸があり，

それ もそのまま利用されてはいるのであるが，合 日すでに上記の変化が現われている

のである。また，高床式住居各部の接合は，たとえば，従来なら柄と柄穴を組み合わ

せたりして，釘を用いることはなかったが，今 日では，釘をも用いる場合があり，そ

のため，従来のより大型化 した住居も出現するようになった。しかしながら，変容の

芽生えがあるといえども，総体的にはまだ伝統的様相のままであるといえよう。 した

がって，調査は，状況にさほど変化が起こらないうちに行なわなくてはならず，何年
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も先に延ばしてよいというわけにはいかなくなる。だが，ここ数年中に完ぺきな調査

を終了させることは，きわめて困難であるといえよう。その調査を可能な限 り実現さ

せることを期待 しつつも，現有の不完全資料を，この際一応それなりにまとめておく

必要 もあろうかと思われる。

　 という次第であるので，不完全を承知のうえ，ここ数年来の調査資料と，断片的と

いえども一応収集 された乏 しい文献資料とで もって，中国における高床式住居の分布，

その儀礼などについて，ここに述べることにした。それは，とうてい日本の民家の源

流を論 じるところにまでは至らないが，将来の比較検討のための基礎的資料になろう

かと思われる。なお，分布，儀礼などについて述べる前に，簡単ながら，これまでの

高床式住居についての研究の概略を，中国以外の場合 と，中国の場合とに分けて述べ

ておく。それによって，今述べた不完全資料を一応まとめてお くことの意義が，少な

か らず解 していただけることと思われる。

皿． これまでの研究の概略

１．　 中国以外の地域 の場合

　高床式住居 を含 めて，東南 ア ジァ，およびオセアニァなどにおける各種 の居住様式

もしくは民家 について， 広域 を 包括 す る比較研究 がす でにい くつ も現 われ ている。

その うちのめぼ しい もので， 参 考 になるの は， 以下の もの を挙 げ得 るだろ う ［岩 田

１９６２，１９８５］，［田邊 　１９７０１，τ杉本 　１９７１，１９７７，１９８４，１９８５］，［太 田　 １９８４］。

　 ところで， 太 田邦夫の世界 の木造構法 の分布 などを あつか った論文 ［太田　 １９８３］

によって も紹介 されてい るヨハネス ・レーマ ンは，東南 ア ジア，オ セァニアのみな ら

ず， 中国地域まで含む，世界の杭上建築分布図を作成 して いる ［ＬＥＨＭＡＮＮ　 １９０４］。

太 田は，その分布図 に対 し，１９世紀 の状況を伝え る資料 と して は，信頼性が高い と評 し

てお り，太 田が再掲載す るにあたって は，た だ トル コ内陸部 とアムール川流域 の ギ リ

ヤークの二例 を， そ の後判明 した事 例 と して追加 した という。 しか し， その分布 図

は， ヨハ ネス ・レーマ ン自身が断わ って いるように，実際 に調査 して作成 したのでは

な く，可能 な限 りの当時の研究資料 ，旅行者 の手記や写真 などに基づ いて作成 され た

のであ る。 したが って，太 田の述べ るよ うに，東南 アジアや オセアニアなどにつ いて

は，信 頼性が高いか も知れないけれど も，中国地域 の高床式住居 の分布 は，巨視的 に

は信頼がおけて も，細かい点を うかが うわけにはいかない。 したが って， レーマ ンに

ついて は， ここに指摘 した点 に とどめ，次 の 「中国の場合」 の項で は，問題 に しな い
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ことにす る。

２． 中 国 の 場 合

　 中尾佐助の照葉樹林文化論は，雲南省やアッサムあたりを，照葉樹林文化のセシタ

ーだと想定 している。 しか し，中尾は，最近になってこそ雲南へも調査に入っている

［中尾　１９８４］，［梅棹・中尾　１９８５］が，それまでは，西南中国に足を踏み入れていな

かった。 したがって，それまでの著書 ［中尾　 １９７８］では，「華中，華南の奥地の常

民の住居がどんなものかは，私は見たこともなく，その研究報告は非常に稀である。」

とし， ただ一つ少 しばかりまとまった報告に， アメリカ人 のスペンサーによる報告

［ｓＰＥＮｃＥＲ　１９４７］があると述べている。 その後の論文 Ｌ中尾　１９７９］でも，中国に

関童る資料は，やはりスペンサーによっている。

　中尾 は，その著書 ［中尾　１９７８］で，スペンサーはきわめて面白い観察をしていると

して，「彼によると華中の揚子江中流地域， 湖南省， 江西省の地域 に杭上家屋がかな

りあって，さらに華南地域，華南沿岸部に点々と杭上家屋が見られることを指摘 して

いる。このスペンサーの観察を拠 りどころにすると，日本家屋の杭上構造は，タイな

どの東南アジアのものより，華中地区の杭上家屋に直接連帯するとみる方が自然であ

ろう。 こうしてみると日本家屋の構造の要素はすべて華中の照葉樹林帯にそろって存

在 しており，日本家屋がその系統に属することは簡単に結論づけてもよいだろう。」そ

して，「タイ族はもともと華南地区に住んでいた民族で，インドシナ半島を南下 し，１３

世紀にやっとタイ北部でスコータイ王国を建てたという歴史がある。このようにタイ

族は華南地区からいわば極めて新 しい時代にタイに移動 してきた民族である。したが

ってタイ族の文化の多 くの部分は，華南の故地にいたころのものが保存されていると
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 チワン

みてよいだろう。今も華南に残るタイ族 は壮族 自治区として多 くの人口をもっている。

その人達の住居様式はといわれれば，それは私には目下のところわからないのだ。」と
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 チワン

も指摘 している。引用部には，たとえば 「華南に残 るタイ族は壮族自治区」な ら，「華

南に残るタイ系民族は広西チワン族 自治区」 としたほうがよいと思われる表現がある

けれども，まだ西南中国や華南に行かなかった段階で，中尾は卓見 というべき意見を

述べているのである。

　中尾 は，すでに雲南を調査 したと述べたが，その調査地は昆明から大理，麗江方面

で，筆者も１９８４年にその方面を調査したことがあるが，高床式住居の観察されるとこ

ろではない。では，高床式住居の観察される地域を，実際に歩き，調査 した人々の場

合は，どのように述べているであちうか。
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　まず，伊東忠太である ［伊東　１９８２ａ］が，伊東は 「支那建築研究の方法に二方面あ

る。第一は文献の研究であり，第二は遺跡の調査である。」と述べているが， 実際は

「予が支那建築研究の経歴に関して略述することを許され度い。予は既往に於いて前

後六回支那に出遊 した。第一回は北京を中心として其の附近を調査 し，第二回は北京

より程を起 し，直隷，山西，河南，陳西，四川，湖北，湖南，貴州，雲南を経て緬旬

に入 った。第三回は……」 というように，かなりのフィール ド・ワークを行なってい

るのである。 そして，「湖南の辺境に於いて原始的家屋を見たが，それは我が国の所

謂天地根元宮造に比すべきもので，全然木材を以て造 られ，屋根は茅を以て葺かれて

ゐたのである。」と述べている。 そこで， その１９０２年から１９０３年にわたる西南中国や

華南を歩いた 「支那旅行談，其の四」と 「其の五」の部分 ［伊東　１９８２ｂ］を見てみる

と，筆者も一部歩いたことのある四川，湖南，貴州，雲南の紀行が書かれている。 し

かし，そこには，たとえば貴州の鎮遠府では 「建築物には見るべきものが無いようで

あるから」とか，貴州の施乗県や黄平州では「此の附近多 くの苗人を見た。」とか述べ

るのみで，ミャオ （苗）族の高床式住居などには，まった く関心を示 していない。た

だ，ビルマ （緬旬）に至って， やっとシャンの建築の項で，「農民の小屋は実に面白

いものである。……日本古代の神社宮室の建築 と如何にもよく似ている。植物一式の

材料所謂大社造型の平面，柱本位で横羽目の壁板，棟持柱，横か ら昇 る階段，深い軒

先，草葺の屋根，其の他種々彼我類似の点を発見する。これ等は偶然の符合か或は何

か互に関係のある事か，研究すべき問題である。」 と驚 きを示すだけである。

　島居龍蔵も，伊東忠太とほぼ同じ時代の１９０２年か ら１９０３年に，中国西南部で少数民

族の調査を行なった ［鳥居　１９８０］。鳥居の調査は，今日から見れば，たとえばブイ族

を ミャオ族に含あてしまっているとか，訂正すべき点もあるが，先駆者としての評判

は高い。 高床式住居 に関する方面では，「施平県義倉と名つ くる倉庫がある。 名は義

倉であるけれども，今は米を貯蔵 しているとも見えず，すこぶる荒れはてていた。そ

の建築は床少 し高 く，ちょうど日本の田舎によく見るところの神社の建物に似て，正

面に入 り口あり，壁無 くして全 く木造である。日本の昔の建築法はこれらと関係が無

いかとも思われた。」 というような指摘 もあるが， おおむねは 「家屋の状態は， その

規模ははなはだ狭小であって，日本の田舎に間々見えるところの貧家の如 く，かつ極

めて不潔である。」といった類いの記述ばかりである。

　藤島亥治郎の場合 ［藤島　１９４２］は，少々異なる。藤島は，「私の常に稽へる建築の

人文地理学的見方をここに取 り上げようといふのである。」と述べるだけあって，その

第四章は 「民族の建築表現」 となっており，その一節に 「苗族の建築表現 （南支系山
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岳地帯 の風 土的表現）」があ る。 当時 と して は， 卓越 したね らいで もって書 かれてい

るのであ るけれども， ミャオ族 の分布す る西南 中国や華南あた りの現地経験 がなか っ

たか らか，今 日の参考 にはなりがた い。

　次 は，もっと新 しい資料 を見 ることに しよう。

　若林弘子 は，鳥越憲三郎の編す る書物 において，「倭族 の高床式住居」そ の他 ［若林

１９８３：８２－１４２］で，高床式住居 に論及 して いる。鳥越 は， 日本人 と祖先 を同 じ くし，

文化 的特性 を共有す る人 び とを 「倭族」の名の もとに とらえ，「倭族」が もと雲南 の高

原盆地 に発祥 した とす る新説 を述べて いる。 筆者 は， 「倭族」論 に与 してい るわ けで

はないので ， ここではそれ につ いて触 れ ることは望まない。 ところで ，若林 の表題 に

もこの 「倭族」 が付 いているが，実際 には，ア カ ・カレン ・ラワ ・ラフ ・リス ・ハ ニ

・ルー ・メオ ・ヤオ ・漢， というように，諸 民族 名でその住居 が問題 にされて い るの

で，「倭族」 は気 に しないですむ。

　若林 は，ハ ニ，ル ーの ２民族 につ いて は，雲南 ハニ族 ，雲南 ルー族 もしくは雲南省

シーサ ンパ ンナのル ー族 と して いる部分 もある。タイでアカ族 とす るのは，中国のハ

ニ族 と同一民族で ，ル ー族 と して いるの は，タイ ・ル ーの ことで ，タイ族 の一支系で

あ り，中国雲南省西双版納 のほとん どのタイ族 （中国ではタ イ王国のタイ族 と区別 す

るため，タイのを 「泰族」，中国のを 「榛族」 と表記す る） のことである。 ラフ族 は，

中国 の雲南省 にも分布す るが，若林 は， どこの ラフ族 かを断わ っていない。若林 たち

の調査地が ，主 と して タイの山岳地帯であ るので， この ラフ族 は，タイのそれで あろ

う１｝。

　次 は， ラワ族。 これ は，中国側の ワ族 に相 当す るが， ラワと称 しているので ，タイ

の話 にまちがいない。 カ レン族 は，検 討す るまで もない。 リス族 は，中国で も リス族

と称す る。西双版納 には，地方政府 機関 に勤務 す る者 があ って も， きわ めて少数。 そ

１）鳥越 ［１９８２］によれば，雲南の西双版納に若林と同行したのは，直江広治を団長とする日本民

俗学者友好訪中団 （１９８０年）に参加 して，広西チワン族自治区訪問のあとの訪問であるという。

とすれば，ごく短期の訪問であるようだ。とうてい雲南のラフ族の集居する地域まで，観察し

てきたとは思われない。しかし，鳥越は，「アカ族の本宗である雲南のハニ （恰尼）族は，タイ

のアカ族と衣服において共通 していた。ところが雲南のラフ （拉帖）族は中国服の影響をうけ

ていたのに対 し，タイのラフ族は古形を伝えていた。また住居家屋もタイの少数民族と同じよ

うに， 雲南でも母屋と露台とから成る高床式建物であった。」としている。 ここで雲南のラフ

族と述べているのは，単にタイ族の集居する地域にも住む，少数のラフ族の観察だろうと思わ

れるし，後半は，ラフ族の住居でな く，タイ族やハニ族の住居の話であろうが，前半 とのつな

がりがあるようにもとれる。ラフ族は，中国でも漢族やイ族などと混住するラフ族は，土間式

（地床式）住居に住むが，ラフ族の集居する地域では，高床式住居がある。したがって，あいま

いな表現には，引っかかる次第である。それはともか く，若林のラフ族住居の写真と図を見る

限り，高床式のものであり，若林のラフ族住居のほうはやはりタイのラフ族のものなのであろ

う。
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んな場合は，伝統的住居でな く，機関のアパートに住んでいるので，若林の リス族は，

タイのそれである。なお，タイのメオとヤオの ２民族であるが，ヤオは中国でもヤオ

族で，メオは中国ではミャオ族である。若林は，メオ，ヤオの ２民族とも土聞式住居

であることを述べているし，中国でも， ミャオ族，ヤオ族は土間式住居が顕著である

が，後述するように，中国では，ヤオ族のごく一部にも高床式住居があり，ミャオ族

の高床式住居の分布は一層広い。

　若林の資料については，以上のように多少の整理をしておいたほうが，資料の価値

を損わないですむだろう。上記のように疑問点があったけれども，それはわずかで，

大半はたいへんすぐれたレポートであり，特に建築学的には参照すべ きところが多々

あるのである。整理 してみてわかったのは，ハニ族，タイ族だけが，中国の高床式住

居の直接資料であって，ラフ族やラワ族のは，中国の高床式住居に関しては，間接資

料になろうということだ。 したがって，若林の資料は，本項より，前項であつかった

ほうがよかったかとも思われるが，一応本項であつかうことに した。

　では，以下においては，中国人による研究をとりあげたい。

　解放後の最近になってこそ，民族学，考古学，建築学などの研究者による研究資料

がある程度出現することになったが，散発的報告にすぎず，また簡単にすぎるきらい

がないでもない。それで も，それ らを利用せざるを得な く，以下でそうさせていただ

くけれども，本項では，便宜上，解放以前のものと，解放後のごく一部のものだけを

とりあげる。解放後の他の資料は，例外もあるが，ほとんどは簡単な記述のものであ

り，それらは以下の各章で，随時引用 して検討の材料に供 したい。

　 まず，驚 くべき資料であるのは，解放以前といっても，その前夜の１９４８年の戴商燈

の資料である。すでに数回述べてきたように，今日でも高床式住居に関する報告は，

多 くはないだけでなく，あっても簡単にすぎるのがほとんどであるというのに，この

資料は，『干蘭　　西南中国原始住宅的研究　　』 と題す るもので，「干蘭」すなわち

高床式住居を問題にした専著であって， しかも全文８０ページに達するものであるか ら

だ。

　 戴は，史料に現われる 「干蘭」，「干欄 」，「閣閾」，「高欄」，「摸欄」，「麻欄」などの

高床式住居を意味することばは，すべて西南中国のいくつかの少数民族語からの漢語

音訳だと分析 している［戴　１９４８］。また，長江流域以南には，古 くは高床式住居があ

ったはずだと推論 し，それは漢族の中原よりの南下にしたがって，その地域の漢化が

進行し，現在痕跡が見られないけれども，いずれ考古学上の発掘によって，そのこと

が実証できるだろう，というふうにもいっている。われわれは，のちに漸江省の河姻

９０７



国立民族学博物館研究報告　　１１巻４号

渡遺跡の発掘や，その他の新発見によって，そのことが卓越 した仮説であったことを

知ることがで きる。

　考古学者の安志敏 も，似たところがある。これは，もう解放後のことになるが，安

は，漢代の随葬に用いた明器の高床式建築模型の各地からの発見に基づき，長江流域

とその南部 に，およそ新石器時代の晩期か ら，高床式住居が出現 しているだろう，と

した ［安　１９６３］。これも，河姻渡遺跡の発掘２）によって，その推論の正 しさが証明さ

れたのは，いうまで もない。興味ぶかいのは，安は，その論文で，今述べたことが考

古学的に証明されたとしても，それによって世界各地の高床式住居が，すべて長江流

域とその南部から伝播していったということを説明するには至 らないとし，この居住

形式は，自然条件 とも関係があって，たとえば湿潤なところで，竹や木に恵まれてい

た ら，勢いそれが出現する可能性があるからだ，という意味のことを述べている箇所

である。この意見の当否は別 として，興味ぶかいというのは，従来の中国人は，学者

であろうとも，文化の来源をできる限り外来のものだと考えた くない傾向があり，今

日またそうであるにもかかわらず，高床式住居が，中国を中心 として伝播 していった

と考える必要はない，としており，それがきわめて珍 しい発言になるか らだ。

　 ところで，田中　淡が，中国の木造建築における架構形式の類型について，比較的

に新 しい時代のものも含めて論評 したのは，いわゆる 「擁梁式」（「畳梁式」 ともいう）

と 「穿闘式」（「立貼式」ともいう）のちがいについて触れ，今 日の華南や西南中国の

「干閾式」つまり高床式住居や 「吊脚楼」（懸造）のすべてではないが，それらの多 く

は 「穿闘式」のほうの類型に属すると述べ，日本の建築 も 「穿闘式」の影響を少なか

らず受けている印象があるとしたものである［田中　１９８３］。

　 ちなみに，「擾梁式」は，柱上に梁を重ね，「瓜柱」と称する束を梁上に載せ，さら

にその上に他の梁を重ね，それを くり返 して，数本の柱 と梁による木架構の単位を作

り，平行する２組の木架構の間に，横方向の 「防」という桁をわたして，柱 と柱の上

２）河婦渡遺跡の発掘報告などは，すでに数篇発表されている ［漸江省文管会 ・他　１９７６］，［漸

江省文物管理委員会 ・他　１９７８Ｌ ［楊鴻助　１９８０］，［楊鴻勲　１９８４］。１９８０年，杭州の漸江省博

物館において，１９７３年に河姻渡遺跡が発見されてから，発掘，出土 した高床式建築の遺構にと

もなう，大量の木造部材の一部を見ることができた。その後，この展示はなくなったそうだが，

部材の継手仕口の柄や柄穴は鋭く工作されたものであって，新石器時代にすでに高度の技術水

準に達 しているものであったことを示 していた。その展示品のぞぱには，この高床式住居を復

元したとすると，それは，広西チワン族自治区の竜順平等公社の トン族の住居とほぼ同 じもの

になると説明のある， トン族の高床式住居の写真があった。

　 なお，日本でも，河婦渡発掘の木造部材，あるいはその後出土した資料に基づいて，田中　淡

が数篇の論文 ［田中　１９８０，１９８１，１９８３］で，中国の伝統的木造建築における高床式住居の位置

などについて，論評を加えている。
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端をつなぎ，それぞれの 「栃」の上に，平行に 「槙」つまり棟木を重ね置き，棟木と

直角方向に 「橡」つまり垂木を並べるものである。 この形式は，すでに先秦時代にあ

ったが，先秦時代は，今 と異なり，黄河の中 ・下流域である中原にも豊富な木材があ

ったので，中原およびそれ以南に分布するものであった。一方，「穿闘式」のほうは，

柱 と柱をつなぐのに，梁ではな く，「穿」と称する貫を多用 し，柱を母屋桁まで立て上

げる架構形式のものである。江西省や福建省など，中国南方に多い類型のものである。

なお，前者の 「擾梁式」のものと，折衷 したものもあるが，その場合は，中央の諸間

が 「擾梁式」で，両側が 「穿闘式」になっている。

　田中は，さらにこうも述べた。「わた したちが中国を代表すると考え， ときには漢

（民族）式建築 とさえ呼ぶこともあるところの，木造建築の伝統は，こうした異なる

二つの伝統の混瀟の所産である可能性すらある。後者において樺卯 ・卯眼の技術が早

くから発達 し，それが後世の中国建築 に普遍的な技法となったことなどは，その例証

といえるかも知れない。木造建築技術 という面からいえぱ，木材の豊富な江南 もしく

は南方が，華北 ・中原の師 となることがあったとして も，それはむ しろ当然といえる

であろう。しかし，こうした混清，影響の伝播する時期，実態の諸相を知るためには，

干關式建築に属する資料があまりにも限定 され，寡少 に過ぎるのが実情である。」［田

中 １９８０］，と。

　 これに対し，再び中国人 による資料にもどってその資料を見 ると，しばしば，高床

式住居の 「干閾式」の別称の一つである 「竹楼」のほうを用いて，そのことばのかも

す印象だけによってだろうが，少数民族の高床式住居のすべてが，竹もしくは木を縦

横に組んで，籐や竹を細 くしたので，きつ くしばって固定 しただけの， シンプルな構

造のものと思 っているきらいがあり，古い文献に出てくる 「巣居」 ということばから，

樹上家屋 とさほど変らない程度のものとも思 っでいるふしがあるのを発見す る。した

がって，それらのものは，南方の漢族の 「穿闘式」民家 と同じような架構法をもつ，

少数民族の 「穿闘式」高床式住居を知 らないようである。また，少数民族の 「穿闘式」

高床式住居 もしくは非高床式住居を知 る者 といえども，それは漢族から採 り入れた架

構法だと思いこんでいるのである。 しか し，そういう傾向を，ここではいちいち文献

名を挙げて示す煩は，必要ではなかろう。

　林蔚文の場合は，中国東南地区の越人の建築について，史料を分析 した論文を書い

ている［林　１９８５］。高床式住居のみをあつかったものではないが，福建省の崇安閲王

城の宮殿遺跡に見 られる立柱法が，中原の早期のそれの影響を受けているなど，いく

つかの例でもって，古代の東南地区に分布 した越人の建築は，依然 として多 くの自民

９０９



国立民族学博物館研究報告　 １１巻４号

族 の特色を保留 してはいるが，中原文化の影響 も受けているのだ，としている。今 日

の少数民族の一部は，系譜的にこの越人 と無関係ではない。そして，少数民族の高床

式住居には，多かれ少なかれ，漢族建築からの影響が見 られることも確かである。と

はいえ，林論文のように，高床式住居 に触れても，それ自体の記述をす るよりも，中

原文化，つまり漢族文化のす ぐれた点を少数民族が採用 したというのが一般的で，少

数民族から漢族が影響を受けた面は，ほとんど留意されていない。

　 したがって，郭湖生のようにいう場合は，たいへん珍 しい３）。 郭は，５５の少数民族

のうちの１４民族の住宅に触れたが，そのうちいくつかには，高床式住居があった。そ

の高床式住居で ミャオ族に触れたところで，次のように述べたことがある。要約 にな

るが， 「穿闘式」は，「杉」（日本でいうスギではな く，コウヨウザンのこと）の産地

で最も適 したもので， ミャオ族のそれの技術は高 く，伐 りとった木をほとんどむだな

く利用でき，梢の部分は垂木として，その下の中段の部分が柱用，根に近い部分は床

板などの板か，貫用部として，さらに樹皮は屋根葺 きに用いるといい，大工頭は柄穴

を作 るのに，あとで模を必要 としないほど，きっちりした寸法で作 ることができ，木

取 りが終わると，木槌だけを用いて組み立てを行なうという。そして，江西，湖南，

漸江，四川等省の漢族にも，この種の作り方があるが，それは，漢族からミャオ族が

学んだのか， ミャオ族から漢族が学んだのかというと，郭は ミャオ族から漢族が学ん

だのだと思う，といっていた。 このように少数民族か らの影響というのは，中国では

たいへん珍 しい。

　 江道元は，１９５９年から１９８２年までに，チベットのｋ若文化の住居 ［江　１９８２］など，

少数民族の実地調査に基づ く論文を数篇書いている。 それらをまとめて， 『中国民族

建築学』もしくは 『中国少数民族建築学』 （仮題）を刊行す ると１９８３年に予告 していた

が，それには，チベット，イ，チャン，ナシ， ミャオ， トン，タイ，チンポー，ペー

の諸民族の住居がとりあげられるはずだった ［江道元　１９８３］。 しか し，今日までにそ

の刊行は伝えられていないｑ

　 もし，上記表題の本が刊行されたとすると， これもたいへん珍 しい例になろう４）。

３）郭は，国立民族学博物館の 「日本および周辺地域，諸民族住居の比較研究」共同研究会 （代

表 ：杉本尚次）において，「中国少数民族の住宅」と題する発表を行なったことがある（１９８３年

１０月１５日）。 郭は，共同研究員ではないが，日本学術振興会による招請で，当時京都大学人文

科学研究所に７カ月滞在していたので，共同研究員の田中　淡が，国立民族学博物館の上記研

究会で発表するのを依頼 したのである。

４）従来，少数民族の住居が，建築学の本にとりあげられなかったわけではないが，たとえば，

劉敦禎編の本［劉 １９８０］では， 『中国古代建築史』を表題とするもので，その中の一部に少数

民族の住居 （当代のそれ）があつかわれたのであり，他の建築学書 ［中国建築史編写組 １９８２］，

［趙正之　１９８３：１０－３３］などでも，同様に，建築史の中であつかってきたからである。高床式住
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皿． 分布の地域 と民族

　高床式住居の中国における名称は，既述のように 「干閾」，「千蘭」，「干欄」，「閣閾」，

「高欄」，「掲欄」，「麻欄」などがあるが，このうちの 「干蘭」もしくは 「干欄」と 「麻

欄」が今 日でもしばしば用いられている。もっとも，一般的には 「干蘭」（「干欄」）で，

「麻欄」は，チワン族のそれに用いられている。この外，既述の 「竹楼」もしばしば

用いられており， 「吊脚楼」は， 懸造であるとすでに注釈 しておいたが，日本では，

片高床ともいい，片側を斜面にもたせかけ，他の片側を高床にするものであるが，中

国では， 「吊脚楼」が懸造 （片高床）を指す場合もあり， そうでない普通の高床式住

居を指している場合もある。この 「吊脚楼」 という名称も，今 日しばしば用いられて

いる。 さらに， 「楼房」 もしくは 「楼居」が，高床式住居を指す名称 として用いられ

ていることもしばしばある。 この 「楼房」（「楼居」）は， 一般には平屋の 「平房」に

対する語で，二階建以上の家屋を指すのであるから，注意が必要だ。

　 なお，土間部分と高床の居住部分のある， 半高床式の住居は， 「半辺楼」 と称 して

いる。 これ ら以外にも，個別に造語 したと思われる高床式，あるいは半高床式住居の

名称が出現することもある。

　 いずれにしろ，以下で中国の文献を引用する場合に出て くる用語で，一般的なもの

居の 「干蘭」が，前記戴喬燈の著書表題で，副題に 「西南中国原始住宅」と 「原始」あつかい

されていたのは，解 放後の今日ですら 「古代建築」あつかいにしているのであるか ら，むりは

ないだろう。ちなみに，劉の別著は，田中　淡らによる訳書がある ［劉　１９７６］。

　ところで，主として中国科学院自然科学史研究所の編集による近刊の本 ［中国科学院自然科

学史研究所　１９８５］も，『中国古代建築技術史』を表題としてはいるが，その第１１章は，「少数民

族建築技術」が見出 しになっており，劉敦禎が，少数民族の住居を，その第 ７章の 「元，明，

清時期の建築」中であつかった ［劉 １９８０］のに比べ，第１１章を執筆 した研究者たちの認識のち

がいが発見される。

　 この第１１章の部分にあつかわれた少数民族は，前記江道元の刊行 しようとした本に収録され

るはずであったという民族と，それ以外の民族も含まれているので，そのすべてというわけで

はないけれども，江道元の予告 した本の内容が，この章の一部として，吸収されたのではない

かとも推察される。 もしそうだとすれば，「少数民族の建築学」というような書名の本は，中

国では刊行するのがまだ困難であるとする事情が，存在するのかも知れない。それはさておき，

前記 『中国民族建築学』の 「民族」であるが，これは 「中国民族」なるものがあるわけではな

いので， 「民族」すなわち 「少数民族」を意味しているのである。本来なら，たとえば，中国

社会科学院民族研究所は，漢族も含めた研究を行なうべきであろうが，中国では民族研究所は，

少数民族の研究をする研究所になっているのである。そのへんの事情については，過去に述べ

たことがある ［周　１９８２］ので，ここでは，詳述するのを避けておく。

　いずれにしろ，中国科学院自然科学史研究所の刊行 したこの本は，近来稀な大部の書物であ

り，一部にチワン族の 「壮族」が，「億族」というふうに， すでに廃止された名称で用いられ

ている不用意な箇所もあるけれども，解放後の建築に関する研究の集大成されたものであろう

と評価され得るもので，高床式住居についても，最も豊富な資料がそこに納められているとい

うことができる。
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をここにまず記しておいた次第である。個別，特殊なものについては，当該箇所にお

いて注釈す ることにする。

　次は，高床式住居の分類についてであるが，通 し柱が軒桁まで達 しており，その途

中に床が作 られているものなのか，柱 とか床束 とかを用いて床桁をまず支えておき，

床を張 り，その桁の上に柱を立て，軒桁を載せるものなのか，屋根は，切妻なのか，

寄棟，あるいは入母屋なのか，脚柱の高さは，高いのか，低いのか，その他種 々の異

なる特徴でもって，分類するのは可能であり，また，そうしたほうがよいのであるけ

れども，本稿では，そのようにするわけにはいかない。というのは，調査によって直

接得た資料だけでなく，高床式住居の分布を概観するためにも，細かい特徴まで記 し

ていない文献資料をも，用いなければな らないか らである。

　では，以下において，高床式住居の地域的分布とそれを持っている民族を述べるこ

とになるが，高床式住居の今日での分布は，主として西南中国と華南においてである

ので，まず，比較的に広域をあつかっている資料 ［思想戦線編集部（編）　１９８１］をたた

き台にして，検討 しながら，それに他の資料を補充 していき，整理を試みたい。この

資料は， 『西南少数民族風俗志』 と題するもので， 中国の西南地区の少数民族の衣，

食，住，婚姻，信仰などを民族別に記 したものである。先 に記 した高床式住居の諸名

称が，それぞれまちまちで用いられているところがあり，二次資料を駆使して編集し

たものであることが明らかだ。通常は，西南中国といえば，雲南，貴州，四川の ３省

を指すが，たとえば，中国民族学界でたいへん活躍 している 「西南民族研究学会」が，

上記 ３省とチベット自治区，広西チワン族自治区の ２自治区の成員によって構成 され

ている如 く，西南を雲南，貴州，四川，チベ ット，広西の省 と自治区にする場合もあ

る。海南島は，広東省に含まれており，華南に属 しているが，この資料の ミャオ族の

部分には，海南島のミャオ族が言及されている。同様に，湘西つまり湖南省西部の ミ

ャオ族も言及されているのであるが，湖南は，中南地区に分類 されている。という次

第で，この資料は，必ず しも表題にある 「西南」の，西南中国に限るあつかいにはな

っていないが，上記のように，この資料に他の資料を補足 させて分布を整理 しようと

しているので，はみ出しはむ しろ歓迎すべきであろう。

　この資料は，２９民族の住居に触れている。そのうち，チベ ット，イ，ヤオ，ペー，

回，ナシ，チャン，ムーラオ，アチャン，プ ミ，モンゴル （雲南省通海県の），メンパ，

ロッパの１３民族は，高床式以外の住居とされているので，ここに検討す る必要はない

かも知れないが，大局的には，そうしてさしつかえないとしても，一部には高床式住

居をもつものもあるので，その分布も点検 しなければならない。
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　それは，高床式住居 といい切ってよいかどうか問題になるものも含まれる。つまり

「井幹」式 とか 「井架」式 とか，「木拐房」もしくは 「木娚子」と称する，井籠組，校

倉造のものであるが，校倉造の住居には，地床式のもあれば，高床式のもある。この

資料では，高床かどうかは明確でなくても，他の資料で高床 とわかるものもある。 し

たがって，上記１３民族中のチベット，イ，ヤオ，（ペー），ナシ，プミ， ロッパの ７民

族については，あらかじめ補充資料で高床式住居の分布を明らかにしておくほうがよ

いだろう。

　 チベッ ト族 ・ロッパ族 ・?人 ：

　江道元の資料 ［江　１９８２］によれば，四川省甘孜チベット族自治州の炉窪県のチベ

ット族の 「棒殻」と称する 「木樗子」， および， チベ ット自治区の昌都地区の 「木程ｉ

子」は，高床式の校倉住居である。

　また，チベット自治区の略喩地区 （今 日この地区名は廃止されている。徭鍮地区は，

今 日の林芝地区の一部 と重なる）のロッパ族には，高床式住居の 「干欄」式建築があ

るという。ちなみに，その略鍮地区は，チベット境内にあるが，ヒマラヤの南麓に位

置 し，雅魯蔵布や丹巴などの流域内にあるので，山地には樹林が密にあるのである。

さらに江道元は，まだ民族識別が終わっておらず， したがって 「なんとか族」とよば

ずに 「なんとか人」とよぶ人々のうちの一つである，僚人 も，この略鍮地区において

「千欄」式建築をもつという。

　イ 族 ：

　江道元は，四川省のイ族の 「煽架」建築 というのが，やはり高床式住居であるとし

ているが，これも校倉のそれであるようだ。しかし，このイ族は，四川省のどこのイ

族かは記 していないのでわか らない。ところで，江道元の別の論文 ［江　１９８１］を参照

すると，そこには四川省涼山イ族 自治州（大涼山）のイ族住居を主に，雲南省の寧痕イ

族自治県のイ族について触れた箇所 もあるが，大涼山のほうでも，森林地区では 「井

幹」式の，イ族が 「木羅々」と称する校倉があり，雲南の寧藻でも，これがあると記

すのみで，その校倉の側面図もあるのであるが，なにしろ外観のそれなので，ここで

は高床式の校倉なのかどうかさえ不明である。 しかし，江道元の ２論文を合わせて推

察すると，前記四川省の 「揚架」建築は，高床式の校倉で，大涼山の一部森林地区が

その場所 ということになろう。ちなみに，大涼山へは，１９８５年に行 ったことがあるが，

西昌市から，照覚県，冤寧県で見た限りでは，ほとんどが高寒山地であり，ソバやエ
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ンバクを主に栽培 しており，樹木はたいへん少ない所ばかりであった。 したがって，

そのような所では，校倉住居は，地床式のです ら見ることはなかった。なお，雲南省

昆明の雲南省博物館の少数民族に関する展示室には，楚雄のイ族の 「木羅々」の写真

パネルがあったが，１９８４年に通過 したことのある雲南省楚雄イ族自治州といえども，

よほどの山奥の，森林がまだ密にある所以外は，その存在はないだろう。さらに広西

チワン自治区に関する資料 ［広西壮族 自治区概況編写組（編）　 １９８５１を見ると，イ族

の一部に 「干欄」式住居があると記 しているが，それだけの記述であって，広西のど

このイ族かまではわか らない。

　ヤオ族 ：

　次はヤオ族。既述のように，ヤオ族の住居は，ほとんどが土間式住居 （地床式住居）

であるが，一部に高床式住居がある。前記広西の資料には，前記イ族の場合と同様に，

単にヤオ族 の一部 に 「千欄」式住居があるとするのみの記述がある。 湖南省 の資料

［江華瑞族自治県概況編写組（編）　 １９８５］では，湖南省江華ヤオ族自治県の 「大山区」

と称 している山地のヤオ族の住居は， 「木棚屋」，「半居家」式住居， と 「吊楼」式建

築の住居の ３種であるという。このうちの 「吊楼」式 と称 しているのが，そこの説明

を見ると，いわゆる懸造 （片高床）のそれになっているので，高床式住居の部類にな

るのである。

　ペー族 ：

　次はペー族。ペー族に （ ）を付けて記 したのは，今日のペー族でも，たとえば雲

南省大理ペー族自治州のような，ペー族の集居地から離れた，他地方のペー族には，

ひょっとすると高床式住居の存在もあるかも知れないが，前述のように，筆者の調査

した大理から麗江ナシ族自治県までの地域，剣川県や鶴慶県を含めてでは，見ること

がな く，また，収集 された文献によっても，その存在を知ることができなかったので，

一応は現存 しないと仮定 し，しか し，考古学資料によれば，ペー族，もしくはペー族

の祖先が，高床式住居をもっていた，と記すために，（ ）を付けておいたのである。

ただ，『白族社会歴史調査』［民族問題五種叢書雲南省編集委員会（編）　 １９８３ｄ］には，

山地の 「壕木房」として校倉が出ているが， 簡単すぎる説明で， 『西南少数民族風俗

志』 （以下 『西南……』 と略記す る）同様高床かどうかは不明であるのを，ここに付記

してお く。 それはさておき，前記安志敏の資料 ［安　１９６３］によれば，１９５７年に発見

された，雲南剣川海門口の遺跡は，青銅器時代か金石併用時代の遺跡であり，多 くの
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木柱 （２２４本）の出土があって， 詳細 は略するが， それは 「干蘭」式住居の遺物 にま

ちがいないとするものであった。 ただし，原報告 （雲南省博物館籠備処 ：「剣川海門

口古文化遺趾清理簡報」，『考古通訊』１９５８年 ６期，１－４）の報 じた，その住居の一部は，

川の杭上に，他の一部は，川岸の陸上の杭上に建てられたもので，家屋の５分の４が

水上にある，という推論は，地層断面図に基づいて見ると，その堆積は水成層 らしく

ないので，水上居住遺跡 と見るのは，早計であって，論争す る余地がある，という。

いずれにしろ，現在のペー族居住域には，高床式住居の分布がすでにないようである

が，かつては，剣川県あたりにもあったということになるのである。

　ナシ族 ：

　次は，ナシ族。雲南省麗江ナシ族 自治県へは，訪問 したことがあると前で述べた。

そこで観察されたのは，大理のペー族の 「三坊一照壁」 とあまり変わ らない住居で，

朱良文の資料 ［朱　１９８４］に詳 しい記述がある。 ところで，『西南……』が述べるよう

に，古代のナシ族住居は木造架構のものであったが，明代か ら，その瓦葺きのものに

なり，清初か ら穂木架構で瓦葺きのものとなった 「三坊一照壁」が多 くなる。ただ，

この様子は，盆地平野などでの話で，この資料にも，麗江の山区，つまり山地には，

「木拐房」が残 っており，麗江ナシ族自治県より北西になる適慶チベット族自治州に

所属する中旬県や，維西県 （今日の維西 リス族自治県）， あるいは， 北東になる寧藻

イ族自治県の永寧区にも，それがあると記 している。 しか し，その校倉住居に，高床

式のが含まれているかどうかは不明である。宋兆麟の資料 ［宋　１９６４］にも，ナシ族の

校倉住居がより詳 しく出ているが，これによっても高床のがあるのかどうかは不明で

ある。けれども，江道元の前記資料では，四川 と雲南の境界付近のナシ （モソ）族の

「木拐子」も， 「干欄」式の伝統建築形式を保留するものの一つ として挙げている。

ただ，この場合は，高床式のもあることはわかっても，場所があいまいにしかわから

ない。四川 と雲南の境界付近 というのだから，雲南省側では，前記の中旬か，永寧か，

あるいはその双方かであり，四川省側では，ナシ族 も分布 している木里チベット族自

治県か，塩源県か，あるいはその双方かであり，また，このすべての所を指 している

のかも知れない。いずれにしても，場所は特定できないのである。しかし，中国科学

院自然科学史研究所の資料 ［中国科学院自然科学史研究所（編）　 １９８５］によれば，「現

存する校倉は，上階があり，階上に人が住み，階下に家畜を住まわせている，歴史的

伝統を依然として保留するものであるが，一部には平屋のものもあって，その場合は

倉庫のみが高床 になっている。」とし， 平面図も，側面図も入れており，高床部分の
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あることを明らかにしているが，図の説明部分には，雲南省永寧のナシ族の校倉だと

書いてある。 したがって， 少な くとも， 永寧には， 高床式の校倉があることがわか

る。

　プミ族 ：

　次は，プミ族。『西南……』は，詳 しくはないが，「木娚房子」 という校倉住宅のあ

ることを記 し，雲南省の怒江 リス族自治州の蘭坪県，および同省麗江地区の麗江ナシ

族自治県の一部プ ミ族旧地主は，ペー族の 「大院瓦房」（「三坊一照壁」のこと）を模

倣したと記 している。プ ミ族の分布地は，以上の蘭坪，麗江以外では，同省迫慶チベ

ット族 自治州の維西 リス族自治県，麗江地区の永勝県 と寧浪イ族自治県，四川省涼山

イ族自治州の木里チベ ット族自治県 と塩源県などである。これら分布地を示 した資料

［国家民委民族問題五種叢書編集委員会中国少数民族編写組　１９８１］でも， その住居

が木架構で，四壁は木を積んだものとあるので，校倉だとわかるが，こちらは，二般

にそれは ２層になっており，階上に人が住み，階下に家畜を飼うとあるので，プミ族

にも高床式の校倉のあることがわかる。

　 さて，以上で もって， 「西南……』 のあつかった２９民族 の住居 中， 高床式住居以外

の住居 とされて いた１３民族 の住居の うち，チベ ット， イ，ヤオ， （ペー），ナ シ，プ ミ，

ロッパの ７民族 につ いて は，それぞれその一…一一部 に高床式住居 もあ ることを述 べた。

　以下 においては，『西南 …・咽 が，高床式住居 のある ことを明記 して いる諸民族 を，

民族別 に見て いきなが ら，他の資料 も駆使 して，ひ きつづ き 「西南」中国の高床式住

居の分布を確認 して いこう。

　 ミャオ族 ・リー族 ・漢族の客家 ・水上居民 ：

　まず ， ミャオ族 につ いてであ るが， 『西南……』 は， 貴州省 胎東南 ミャオ族 トン族

自治州で は，平屋 と 「楼房」が あ り， ほ とん どは 「吊脚楼」であ ると記 してい る。 こ

の 「楼房」は ２， ３層の もので，最 上層は低 く，人 が住 まず，食 糧などを貯蔵 する も

の というが， この地域 には，１９８０年 と１９８５年に，かな り広域 に調査 した ことがあ り，

実見 して いるので， 「楼房」は， 普通一般に いう 「楼房」でな く，高床式住居 を指す

ほ うの 「楼房」であ るといえ る。「吊脚楼」 は，前記懸造 りの ものであ る。いずれ も，

「杉」５）木 を用 いた，「穿闘式」 もと り入れた ものであ る。丹塞 県な どには， ２， ３層　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ’

どころか， ４， ５層 の高床式住居 もある６）。
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写真 書　 建築中の 「吊脚楼」（懸造）。 ［貴州省賠東南 ミャオ族 トン族自治州

　　　　雷山県凱屯塞 ・ミャオ族］

　『西南……』は，湘西 （湖南省西部），松桃 （貴州省松桃 ミャオ族自治県），文山 （雲

南省文山チワン族 ミャオ族自治州），照通 （雲南省照通市），海南島 （広東省海南 リー

族 ミャオ族自治州），川南 （四川省南部），胎西北 （貴州省西北部）の住居にも触れて
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写真 ２ ほんの一部だけが懸造になっている高床式住居。はしごが高床下の

家畜飼育部より高いところにある。 ［貴州省贈東南 ミャオ族 トン族

自治州従江県同楽塞 ・ミャオ族］

５） 「杉」は， 日本では 「スギ」と解しがちであるが， Ｃｔｔｎｎｉｎｇｈａｍｉａ　ｌａｎｃｅｏｌａｔａがその学名で，

コウヨゥザンのことである。

６）ここでは，分布を問題にしているので，建築学的特徴の記述は，つまびらかにしないが，建

築学的特徴を記した論文はいくつかある ［郡　１９８１］，［李　１９８３］，［石橋大簸箕塞民俗調査組

（編）　１９８４］，［簡　１９８５］，［中国科学院自然科学史研究所（編）　 １９８５］。
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写真 ３　 半高床式住居の高床式住居の部分。　　 写真４　 「３」と同じ （道路側から見た場合）

　　　 ［湖南省湘西 トゥチャ族 ミャオ族自

　　　 治州鳳鼠県大田塞 ・ミャオ族］

いるが，そこには高床式住居の記述はない。しかし，湘西，つまり湖南省西部の湘西

トゥチャ族 ミャオ族自治州へは，１９８５年に訪れたことがあるが，ほとん どの ミャオ族

住居は，地床式に変わっているといえども，鳳鳳県大田郷大田塞 には，ここで 「吊脚

楼」と称するけれども，懸造のほうではない高床式住居が残 っていた。付近に木材が

豊富であった昔は，もっと多 くの 「吊脚楼」があったそうだが，今 日すでに少なくな

って しまったのである。ちなみに，ここの高床部分 は，家全体でなく，家屋の一部の

みが高床になっており，階下の外側 には石が積み上げられ，それを囲んでいるので，

家屋外か らは脚柱が見えず，その部分は一般 にいう 「楼房」のように見える。 したが

って，正確には，「高床式」でなく，「半高床式」住居である。なお，湘西 といっても，

湖南省西部の南端近 くの，城歩 ミャオ族自治県 は，その概況を記す資料 ［城歩苗族自

治県概況編写組（編）　 １９８４］によれば，そのミャオ族の住居は，みな３層の現地で 「架

寮」と称する高床式住居であるという。

　次は，広東省の海南島の ミャオ族であるが，この ミャオ族は 「ミャオ族」 とされて

はいるが，民族学者のすべてが ミャオ族だと認めているわけではない。だから，筆者
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写真 ５　 高床式倉庫。［広東省海南 リー族 ミャオ族自治州保亭県毛岸塞 ・ミャオ族］

は 「民族識別」未完了の集団を表にして，この 「ミャオ族」を記入 しておいたことが

ある［周　 １９８２］。それはさておき，海南島の リー族については，スチューベルの 『海

南島民族誌』 ［スチューベル　１９４３］に，典型的高床式住居のあることが記されてお

り，このスチューベルの資料や，その他種々の中国が行なった調査報告を編集 して一

冊にした 「内部資料」［劉　１９８３（？）］にも，高床式住居があることが記されている。

それは，広東省民族研究所の編集 した，広東の少数民族に関す る資料 ［広東省民族研

究所広東少数民族編写組（編）　 １９８２］でも，俗に 「船形屋」と称するといっている，

舟型の高床式住居であるが，今日では，山奥にまだ残っている可能性があるけれども，

１９８５年 に訪れたことのある保亭県周辺には，すでに残っておらず，ただ，倉庫にその

型の高床のものがあるだけであった。ただ し，高床倉庫は，脚柱 のたいへん短いもの

である。海南島の 「ミャオ族」も，このリー族 と同じように，見た限 りでは地床式の

草葺き住居がほとんどで，一部に地床式瓦葺きの土壁住居があるだけで，高床式住居

はな く，やはり倉庫に高床のもあるといった状態であった。 いずれにしろ，「ミャオ

族」，そして，ついでに リー族について，高床式住居の分布がかつてはあったが， 今

日は普通には見ることが不可能で，高床倉庫のみが存在することをここに追加 してお

きたい。

　 ことのついでに，海南島南端の漢族の高床式住居についても触れておく。前記スチ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 タンカ

ユーベルの資料 には，崖県 （現三亜市）の 「町の北縁，海岸の浪打際に，艇家の①高

床家屋が立っている。」 として，注の 「①」で 「艇家は蛋家 とも書 く事が多い。」とし

ている。ここにいう 「艇家」もしくは 「蛋家」は，かつては 「蛋民」とも称されて，
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一種の少数民族だと思われ，漢族から蔑視された りしたが，解放後は，漢族を構成す

る人 々であって，漢族以外の民族ではないと認定された。ただ，船上で生活す る人々

なので， 「水上居民」 ということはあるが， 漢族なのである。そして，今 日では陸上

にもその住居をもつようになっている。それはさておき，今日でもこの 「水上居民」

の高床式住居があるかどうかは，崖県 （現三亜市）を訪れたことのある筆者には観察

されなかったが，三亜の リー族住居を調査 した浅川滋男 ［浅川　１９８５］の談話によれば，

三亜には，客家の高床式住居がある （スライ ドの写真もある）。客家は，漢族であるが，

その集居地は，広東，福建，江西の三省の接する地域の山がちの所である［周　 １９８２］。

海南島への移住民は，比較的に新 しく，清朝になってか らであり，海南 リー族 ミャオ

族自治州の範囲外の，海南島北部よりの憺県，臨高県あたりに多い。いずれにしろ，

海南島の客家の一部に，海辺の高床式住居が存在 していたのは，興味ぶかい発見であ

る。

　 さて， ミャオ族 は， 『西南……』の言及 した， 貴州，湖南，雲南，四川，広東の諸

省だけでな く，湖北省や広西チワン族自治区にも分布する。湖北は知らないが，広西

チワン族自治区では，１９８１年，柳州市から三江 トン族自治県へ向かって，途中のとこ

ろどころでも調査 したが，そこの ミャオ族にも，大規模の高床式住居があった。三江

トン族 自治県に近い，やはり広西チワン族自治区内にある，竜勝各族自治県は，調査

する予定であったが，都合で行かなかったけれども，竜勝は， トン族，ヤオ族， ミャ

オ族などが居住するので，各族 自治県 となっているのであり，伝聞によれば，そこの

ミャオ族にも高床式住居がある。広西の融水 ミャオ族自治県その他にも， ミャオ族の

高床式住居はある可能性があるが，まだ確めてはいない。

　チワン族 ：

　次は，チワン族。『西南……』は，「チワン族は一般には山地と丘陵地帯に住み，雲

南に分布するチワン族は，河谷平野に住む。」 と述べ，辺地の山地では 「全楼居」，丘

陵地帯では 「半楼居」， 平野部では 「地居」であるといい， その他の説明を加えてい

るが，このあたりの記述は，広西チワン族自治区の高床式住居 に触れた，他の論文や

資料に基づ く説明だ と思われるが，中国で最も人口の多い少数民族であるチワン族は，

そのほとんどが広西チワン族自治区に分布 しており，雲南省，広東省，貴州省，湖南

省に分布 しているのは少ない。ちなみに，今日では，１３００万を突破 しているが，１９７８

年の資料 ［国家民委民族問題五種叢ｉ書編集委員会中国少数民族編写組（編）　１９８１］に

よると，総人口１２０９万で，広西チワン族自治区に１１００数万，雲南省文山チワン族 ミャ
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オ族自治州その他の県に８２万余，広東省連山チワン族ヤオ族自治県その他に３万 ５千

余，貴州省従江県その他に２万余で，湖南省江華ヤオ族 自治県には，４０００人余のチワ

ン族が散居 している，という。 しか しなが ら 『西南……』は，広西のチワン族を収録

していないのである。

　他の資料 ［広西壮族自治区概況編写組（編）　１９８５］でも，『西南……』 と同じ三種の

住居形式の名を挙げて，簡単に広西チワン族自治区のチワン族住居を説明したのもあ

る。胡仲実の資料 ［胡　１９８２］も大差ないが，これには，「全楼居」’の分布は，竜勝各

族自治県，徳保県，靖西県，竜州県などの広西の北部，西部，南部の辺地の山地にあ

り，「半楼居」の分布は，宜山県，都安ヤオ族自治県，武鳴県などの丘陵地帯にあり，

「地居」式 は，その他の平野部にあるとする説明があるのが親切だ。詳 しいのは，孫

以泰の論文 ［孫　１９６３］である。それによると，「全楼居」の 「麻欄」は，靖西県のを

代表とさせ得 る広西の西部，南部にあるものでは，相対的には，原始的な高床式住居

であって，木架構であるが，土または小舞竹に泥をぬった壁のもので，後者のように

前廊下を設 けたりはしないものと，竜勝各族自治県のを代表とさせ得る広西の北部に

あるものでは，全木架構で，外壁もほとんどが木材を用いる，より進化 した形式の高

床式住居であるもの， この二つがあるという。 後者には，「望楼」，「偏沙」，「挑楼」

（「挑廊」），「抱慶」などで，前廊下とか庇部屋が張りだ した，前者 より複雑な構造に

なっている。床下脚柱の周囲には，粗 く並べた丸太壁か，頂部までは達 しない石積み

壁が用いられている。 ただ し， 高床式倉庫のほうは，脚柱の周囲を囲まない。「半楼

居」の 「麻欄」と称 しているものは，前述の 「半辺楼」に相 当し，土間部分と高床部

写真 ６　 一部を土壁にした高床式住居。 ［広西チワン族自治区三江 トン族自

　　　 治県丹洲公社 ・チワン族］
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分か らな る住居。 こち らは，木材 の比較 的に少 ない丘陵地帯 に適応 した もので，その

主な外壁 と一部内壁 は，土または確 で作 られ，高床 の部分 のほう といえ ども，階下 は

低 く，一 部の空間のみを利用 して，他 の部分 は，土 を盛 って しま うので，居住層 は，

半高床，半 土間 にな り，よ って 「半楼居」 の 「麻欄」 だ とす るので あるという。 この

形式の住居 は，木材に欠 けるが，地面 が比較 的に急勾配 でない環境 において建て られ

るので，種 々の雑務 を行 な った り，物 置 きとした りす る場所 は，屋外 にとれ るわ けで

あ るか ら，主屋 の大 きさは， やや小 さい とい う？）。 「地居」式の ほうは， 土間式 とか

地床式 といわれ るものなので ， ここで は述べ るまで もな い。

　 ところで ，武 鳴県 へは，１９７８年 と１９８２年 に訪れた ことがあ るが，武 鳴県 といえ ども，

ほとんどは，水 田の広 がる平野部で あ り，筆者 の歩 いた範囲内で は，上記の ような丘

陵部にあ るとい う 「半楼居」 の高床式住居 は，見 ることがで きなか った。 しか し，広

西の三江 トン族 自治県へ ，１９８１年 に調査で行 った ときは， そこに住むチ ワン族に も，

高床式住居 があ ったが ，これ は，もちろん 「全楼居」の もので ある。

　 プィ族 ：

　次は，ブイ族について。

　１９８０年の貴州省訪問では，貴陽市南郊にある花渓周辺で，初めてブイ族の石造住居

を見ることがあり，驚いたのであるが，壁面に石を積み，屋根にもス レー ト状の 「水層

頁岩」を葺いた民家は，その後の１９８５年の調査で，貴州省鎮寧ブイ族 ミャオ族自治県

を訪れると，一層多 く出会 うことになった。安順県の場合もそうであったが，なにし

ろ，珍 しいものであるか らか，グラビア雑誌や，写真集にも，しばしばブイ族の 「石

頭塞」（石の村）の写真が収録されている 「朱盛良　１９８４］，［曽 ・他（編）　 １９８５］，［中

国少数民族地区画集叢刊総編集委員会（編）　 １９８５］。

　 しかし，プィ族は，鎮寧の石頭塞周辺に分布するだけではない。石造の民家は，そ

の材料の得 られる地域の特殊な場合であって，本来はむ しろ木造のものである。１９８５

年の調査では，貴州省胎南ブイ族 ミャオ族自治州の都匂市とその周辺も観察 したが，

そのあたりでは，木造家屋はあっても，高床式住居は，見た限りでは存在 しなかった。

　『西南……』のブイ族の部分によると，場所は記されていないが，「半辺楼」がブイ

族住宅特有のものであるとし，その一半は 「楼房」で，他の一半は 「平房」，「楼房」

は一般に三層になっており，中層に人が住み，下層は家畜小屋，上層は物置きである

７）前記の形式のものにも，それぞれ図があり，その点文字だけの資料に比べてありがたいので

　あるが，「半楼居」のほうにも，宜山県と武鳴県のそれの図が入っている。
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という。山地の場合は，木 と竹を壁材にすることが普通で，「半辺楼」は傾斜地に建

て られ，低い前方が 「楼房」，高い後方が 「平房」になるが，平坦な所では，一般に

「平房」か 「楼房」であるという。 したがって，プィ族にも，木造の高床式住居があ

ることがわかる。

　前記の郭湖生によれば，ブイ族の 「半辺楼」は，前述のチワン族の丘陵地帯に適応

したという 「半楼居」の 「麻欄」とほぼ同 じようで，居住層は，半高床，半土間にな

っている。そして，配布資料の図と写真には，貴州省羅旬県のブイ族の八総塞と交広

塞が記されていたので，存在場所も明らかになった。ちなみに，羅旬県は，貴州省胎

南ブイ族 ミャオ族自治州の先に述べた都匂市より，かなり西南遠 くにあり，都匂より

も，広西チワン族自治区との境界のほうに近い位置にあるのである。なお，四川省に

もブイ族が３０００余人いるが，それは，涼山イ族自治州の寧南県，会東県，木里チベ ッ

ト族自治県と，普格県に分布するものであり，漢族，イ族， リス族などと混居 してい

るという［四川省民族研究所 （編）　１９８２］。しかし，四川のブイ族の住居は，そこの漢

族のものと同じで，ほとんどが 「穿闘式」瓦葺きの木架構住居であるというので，高

床式住居ではないようである。

　 トン族 ：

　次は トン族。 トン族は，貴州省，湖南省，広西チワン省 自治区の ２省 １自治区の接

するあた りに分布 しており，貴州省では，胎東南 ミャオ族 トン族自治州の東部 と南部

の黎平県，椿江県，従江県，錦屏県，天柱県，鎮遠県，剣河県などに多 く，湖南省で

は，湖南省西部のいわゆる湘西の南半部にある，懐化地区の新晃 トン族自治県，通道

トン族自治県，会同県，花江県，郡陽地区の城歩 ミャオ族 自治県，緩寧県などに，広

西チワン族自治区では，柳州地区の三江 トン族自治県，桂林地区の竜勝各族自治県な

どに多い。

　筆者は，このうちの三江 トン族自治県を１９８１年に，椿江県，従江県，鎮遠県，新晃

トン族自治県，韮江県を１９８５年に調査 した。その経験によって 『西南……』の トン族

住居の記述を見ると，これはあまりにも簡単すぎる。そこには， トン族の住居を外廊

式 ２，３層の小 「楼房」が多 く， ４， ５層の大 「高楼」もあるとして，広西の三江一

帯には，数棟が連結 した大 「楼房」があって，庇がつらなっているといい，川岸また

は傾斜地の村は， 「吊脚楼房」であるというのみである。 用語のほうの小 「楼房」は，

背の低い高床式住居，大 「高楼」は，規模の大 きく背の高いそれ，「吊脚楼房」は，

これまでにも数回出てきた 「吊脚楼」と同 じ，ここのは前後関係からわかるように，
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懸造のほうを意味 している。

　 ところで，実見 した トン族住居は，

高床式，懸造，地床式のいずれでも，

コゥヨゥザンの木をふんだんに用いた，

「穿闘式」を採 り入れたりっぱなもの

であった。あとで述べる雲南省西双版

納のタイ族の高床式住居 も，貫を用い

てりっぱに作 られているが， トン族の

ほうは，柄 と柄穴がぴったり結合 して

いて，模を用いていないのに比べ，タ

イ族のは襖を用いている。したがって，

技術的には， トン族のほうがす ぐれて

いるといえよう。 トン族は，コウヨゥ

ザ ンの植林でも有名で，中国各地が乱

伐で禿山同然になり，解放後は植林に

励んだ といえども，まだ充分樹林が育

つ ところにまでいっていないのに比べ，

トン族居住域の人工樹林は，文化大革

写真 ７　 庇がつ らなっている高床式住居群。

　　　 ［広西 チワン族 自治区三江 トン族自

　　　 治県良口公社 ・トン族］

命の破壊を受けたといっても，よ く育っている。

　本稿， 特にこの章は， 高床式住居の分布に重点をおくため， それ以外の建築物に

写真 ８　 高床下を囲っている高床式住居。

　　　 自治県八江公社 ・トン族］

［広西チワン族自治区三江 トン族
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写真９　棟上げ式の終わった未完成の高床式住居と稲穂乾燥用の高床式建物
　　　　（未完成）。 ［貴州省賠東南ミャオ族トン族自治州従江県高増塞 ・ト
　　　　ン族］

写真１０ 高床式住居のイロリと火棚。 ［広西チ

　　　　ワン族自治区三江 トン族自治県八江公

　　　　社 ・トン族］

写真１１ 高床式住居のイロリを床下から支える

　　　　支柱の しくみ。 ［広西チワン族自治区

　　　　三江 トン族自治県林渓公社 ・トン族］
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写真１２　風雨橋中最も美しいとされている 「程陽橋」。［広西チワン族自治区

　　　　三江 トン族自治県林渓公社 ・トン族］

ついては，詳細には触れないでおくが，とにか くトン族の建築はすばらしいものであ

る８）。

　さて， トン族の高床式住居についての分布にもどるが，広西チワン族自治区の三江

は，そこに住むチワン族にもあることはすでに述べたが，人口の多いトン族 （５０％以

写真１３ 峠の上に設けられている涼亭。［湖南省新晃 トン族自治県中塞 ・トン族］

８） 「鼓楼」，「風雨橋」（「花橋」）， 「涼亭」も，木造建築の優秀さを語るものである。そのすば

らしい建築を含めて， トン族の生活文化について詳 しいものとして，三江でたいへん世話にな

った楊通山 （トン族），鄭光松（トゥチャ族）らの編集 した資料がある ［楊 ・他（編） １９８３］。さ

らに，「鼓楼」と 「風雨橋」をもっぱらあつかったものがある［貴州省文管会弁公室・他　１９８５ａ，

１９８５ｂ］のも，ここに指摘しておく。
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写真１４　「開口屋」と称される地床式住居。［湖南省新晃 トン族自治県中塞 ・

　　　　トン族］

上）の住居は，ほぼすべてが高床式住居であった。ちなみに，１９４６年に建てられた ト

ン族の旧地主楊徳記の５層の高床式住居は，柱が礎石から床を貫いて軒桁まで達 して

いる大木によるものであるが，１９８０年，解体 して，５層を４層に改造 し，八江公社（現

在は人民公社が郷に改称されたので，八江郷）の公社職員の宿泊所として利用するた

め，場所を移転させて再建されているが，やはり釘を一本も使わずに，柄と柄穴を結

合させるだけで建てられている。竜勝各族自治県は，調査予定を変更 して，見ること

がなかったが，ここの トン族も高床式住居であると聞いている。貴州省のほうでは，

楮江県，従江県は，高床式住居 と懸造 りの双方があっだ。鎮遠県は，地床式住居以外

を見ることぽなかった。湖南省の新晃 トン族自治県は，その県城の竜漢鎮 （その後新

晃鎮と改称）から４０Ｋｍ の中案郷まで調査 したが，観察 した限りは，高床式住居 も懸

造 もほとんどなく，すべて特徴のある張り出し軒 （「開口」と現地でいう）のある地床

式住居 （「開口屋」と現地でいう）ばかりであった。それは，１００本ほどのコウヨウザ

ンを用いて作る，柄の継ぎ手 と仕口による 「穿闘式」併用の木架構住居である。現地

では，懸造のが山奥に少 しはあるかも知れないが，もうほとんど残 っていないといっ

ていたが，自治県概況を記 した資料 ［新晃伺族自治県概況編写組（編）　 １９８５］によれば，

中塞郷の住居は，「木結構開口瓦房」と 「吊脚楼房」，つまり，木架構 「開口」の瓦葺

き住居 と懸造 とが多いとなっていた。 しかも， 「風雨橋」もあるとなっているが，現

地でもいっていたが，「風雨橋」はもうな く，「鼓楼」は南の通道 トン族自治県にはあ

るが，ここには全 くないというのである。ただし 「涼亭」は，山の峠の所にあるのを，
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そこで休んで観察 した。なお，新晃から韮江県までの住居も，「開口屋」か，それより

構造の簡単な地床式住居ばかりであった。

　以上の外，貴州省驚東南 ミャオ族 トン族自治県の黎平県は，調査で訪れていないが，

前記郭湖生の配布 した資料の図と写真などによって，高床式住居のあることが確かめ

られた。

　ハニ族 ：

　次は，ハニ族について。

　 『西南……』は，ハニ族の住居は地方によって形式が異なると断わって，異なるタ

イプのハニ族住居を説明している。同一民族であっても，地方によって住居形式が異

なることはしばしばある。前記 トン族の場合もそうであることは，具体的に例を挙げ

て述べてあるが，一部の人々は，ある民族の一部居住域のみの観察で，その民族の全

居住域でもそうであるかのように，断定的に結論を述べていることがある。なにも住

居に関するだけではなく，服飾や，食文化についても，その種の独断は，はなはだ多

い。

　それはさておき，『西南……』は，「土掌房」とか 「竹楼」について説明している。

名称 に少 々異なるところがあるけれども， 他の資料 ［吟尼族簡史編写組（編）　 １９８５］

にもそれがあるので，後者のほうを参照 しよう。それによると，雲南省紅河ハニ族イ

族自治州 と 「内地」（僻地でない所のこと）のハニ族の住居は，かなり牢固で保温性が

よい，土木架構の ２層の 「楼房」だ という。この資料の 「内地」は，ばくぜんとして

いるが，『西南……』 には，思茅地区の普海県 （今日の普沮ハニ族イ族自治県）とか墨

江県 （今日の墨江ハニ族自治県），あるいは玉渓地区の元江県 （今 日の元江ハニ族イ族

タイ族自治県）を，紅河と並べて書いてあるので，「内地」の範囲は，このいくつかの，

雲南の省都昆明市により近い所を指 しているのかも知れない。いずれにしても，この

「楼房」は，もちろん高床式住居を指す場合もある 「楼房」ではない。ただの２階建

以上の住居を指すほうの 「楼房」である。それは，石塊でたたんだ基礎を作 り，円ま

たは方木の支柱を用い，土と碑で壁を作る，外形が正方形または長方形のもので，屋

根は平屋根 （陸屋根），切妻，「四斜面」（寄棟か？）のがあり，このうち，「平頂屋」

つま り平屋根 （陸屋根）のを，現地では 「土掌房」というとしている。そして，平屋

根のは， 「内地」と紅河南岸でかなり普遍的に見 られる，土の屋根兼バル コニーであ

るという。斜面をなすほうの屋根は，草葺きが多 ぐ，瓦葺きは少ない，などという。

’・この高床式住居でないものに対 し
，雲南省西双版納タイ族 自治州や，瀾槍 ラフ族自
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治県などのハニ族は，竹木架構の 「干

欄」であるが，タイ族のそれより簡隔

な作りで，ハニ族はこれを 「捉父」（漢

字音訳なのでヨンコーに近いのが原音

であろう） というとし，その床上居住

部分は，通常２間に区切 り，男女がそ

れぞれ分かれて居住する，などという。

　この資料も， 『西南……』 も， 西双

版納のどこかを明記 していないが，高

床式住居のある西双版納のハニ族居住

地は，１９７８年は雨季で登ることができ

なかったが， １９８０年 の乾季 は車で，

１９８２年の乾季は徒歩で訪問 したことが

ある西双版納タイ族自治州内の動海県

にある，南濡山一帯のことであろう。

そこの半披老塞や半披新塞 という村の

ハニ族の高床式住居は，西双版納各地

のタイ族のそれと大差はないが，千木

写真１５ ハニ族の村 と高床式住居。［雲南省

　　　 西双版納タイ族自治洲勧海県半披老
　　　 塞 ・ハニ族］

がタイ族のよりかなり目立つもので，男女別部屋のそれぞれに寝床とイロリのあるも

のであった。

　 プラン族 ：

　次は，プラン族の高床式住居について。『西南……』は，「竹楼」で， ４壁 は竹を編

んで作 ること多く，草葺 きで床上 に人が住むなど，ごく簡単に記すのみである。場所

も全 くわからない。筆者が，１９８０年の調査時に訪れたのは，雲南省西双版納タイ族 自

治州の州都のある景洪県 （州都としていうときには，允景洪と称することもある）の

範囲内にある，景洪公社 （人民公社は目下な くなり，郷に改称されている。以下いち

いち断わらない）所属の曼達大隊の曼布小隊を構成している，曼布山にあるプラン族

の村だった。プラン族が集居 しているのは，勧海県の布朗山その他であるので，当時

５７戸，３２７人の小村だけの訪問で，一般化することは危険であるけれども， そのプラ

ン族の高床式住居は，周辺低地のタイ族のものと大差はなかった。壁 も竹編みのそれ

ばかりでなく，タイ族同様の板壁のもあったが，タイ族のほうの屋根は，草葺 きもあ

９２９



国立民族学博物館研究報告　　１１巻４号

写真１６　プラン族の村人と高床式住居。 ［雲南省西双版納タイ族自治州景洪

　　　 県曼布山・プラン族］

るが，少なく，裏淺の付いた特殊な薄瓦を葺いた ものが多いのに比べ，草葺きの多い

のが目立つとか，床上のイロリが，タイ族のは， トン族のそれより見劣りするといえ

ども，プラン族のは，タイ族のより見劣 りするというほどのものであるとか，細かい

点で異なるところがあるのみであった。

　なお，文献によれば ［布朗族簡史編写組（編）　 １９８４］，雲南省思茅地区，臨槍地区，

保山地区のプラン族住居は，高床式でな く，土木架構の平屋であるという。

　タイ族 ：

　次は，タイ族。

　 『西南……』は，タイ族の高床式住居について，盆地平野の 「竹楼」を記すのみで，

解放後は，碑による柱，瓦葺 きに改めたものがあり，タイ族の典型的高床式住居は，

諸葛孔明が家の作 り方を教えたのに始まるという，つま らない伝説の紹介をしたりも

している。儀礼については，少々重要なことに触れているが，この章とは無関係なの

で，他の資料のほうを参照することにしたい。

　他の資料 ［雲南省建築工程設計処，少数民族建築調査組　１９６３］は，たいへん詳しい。

これによると， タイ族の伝統的住居は， 「楼房」つまり 「干閾」建築で， 一般には

「竹楼」 と称す る高床式住居であるといい，タイ族の主要集居地は，この形式に属す

るという。 しかし，この外，雲南省玉渓地区の元江県一帯 （現元江ハニ族イ族タイ族

自治県）には，当地のイ族 と同 じ形式の 「土掌房」（前記ハニ族のところで述べたが，

イ族の一部にも 「土掌房」がある）があり，同省徳宏タイ族チンポー族自治州の瀦西
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磐

写真１７ 高床式住居。［雲南省西双版納タイ族自治州景洪県曼景蘭公社 ・タイ族】

県，盈江県，梁河県などには，漢族住居に似た 「平房」つまり平屋のものがあるとい

う。ところで，徳宏でも，その西南端で深 くビルマに食いこんでいる部分にある瑞麗

県 は，高床式住居の分布地であるという。

　雲南省西双版納タイ族 自治州 と徳宏タイ族チンポー族自治州瑞麗県のタイ族の高床

式住居は，やや異なるようだ。西双版納には，既述のように，１９７８年，８０年，８２年 と

３回調査に入 っているが，徳宏は未調査のままである。ひきつづき，資料によって，

西双版納と徳宏瑞麗の高床式住居についての記述を参照 しよう。資料によれば，西双

版納の 「院落」 （庭を含む敷地）より， 徳宏のそれのほうが一般に大きく， 西双版納

写真１８ 建築中の高床式住居。 ［雲南省西双版納タイ族自治州景洪県曼景蘭

　　　 公社・タイ族］
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のほうには，高床の脚柱高に高低の別力『あるが，徳宏のは一般に高脚であり，前者の

住居プランは方形に近いが，後者のそれは長方形で，前者は，居間と台所を別にして

いる場合もあるけれども，一般 に鉢居間の｝角にイロリがあるのに対 し，後者は，高

床式住居の部分と平屋の部分とがあって，平屋が台所になっており，高床式住居の後

方に設けられでいるのであるが，イロリは高床式住居のほぼ方形に近い居間の中央後

方にあり，冬季のみ暖房用にするという。 しかし，夏季の火のないイロリ周囲も，人

々の団樂の場となっているという。また，前者の場合は，木架構で屋根は草葺きの入

母屋で，「重権」Ｏ．まり２重の軒で・ 外壁を外向きの転びにしているので， 軒を安定

させるのに有利であり，町 砿 く空間をとるごとが可能になり一 ・，などと観察事

実どおりの記述がある。そして，前述の トン族住居に比べて，柄と柄穴の結合部は，

あまりきっちりしておらず， 襖を必要 とすることも， 「構件的結合不移厳密」 と記 し

ている。一方，後者の場合で注目すべきは，徳宏瑞麗の高床居間は，室内に柱がなく，

別に桁が設けられて，中央の屋根を支えており，外壁に窓をあけているが，その窓の

面積は小さく，位置も低いが，それは床に坐って生活する方式に適 した位置であると

いう。さらに，前者では，床下脚柱の周囲は，開放 されたままであるが，後者は，曹

成章 らによれば ［曹　１９８４］，竹を編んだ囲いがあるという。

　なお，もう一度雲南省建築工程設計処のほうの資料にもどると，徳宏瑞麗の高床式

住居の軒も，大きく外へ張りだ しているが， 「重権」ではないというので， 前述のよ

うに窓があけられているのである。そ して竹材がふんだんに用いられており，外壁も

竹で編まれているが，竹材の表面と裏面の異なる色を利用 して，異なる紋様の壁に編

んでおり，床上は精致 に，床下は粗 く編んでいるという。

　一方，瀦西県の平屋のほうであるが，平屋であるのでここに引用する必要はなさそ

うであるけれども，その畜舎 は高床式住居風である点が面白い。略述 しておくと，そ

の平屋は，主屋，台所，穀倉， 畜舎の４棟が， 「四合院」住居のように配置されてお

り，畜舎棟は，高床式で，床下が家畜の飼育場になっており，床上に稲ワラなどを置

くという。尽お，一部旧地主の住居は，装飾にも凝るところがあって，漢族やペー族

の大工に建造させたものがあるという。雲南省大理ペー族自治州の剣川県のペー族大

工は，木造建築 にすぐれているとこちがあるので有名で，ほうぼうに出稼ぎにいくが，

この方面にも来ていたことが，この資料によって知ることができるのである。

　西双版納タイ族自治州は，景洪県，劫海県，劫腫県の ３県か らなっているが，この

３県 とも調査で入っており，西双版納全域のタイ族が高床式住居をもっていることが

実見できたが，西双版納と徳宏との間には，孟連タイ族 ラフ族 ワ族 自治県があり，臥
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馬タイ族ワ族 自治県 もある。その他の地域にもタイ族の分布がある。これらの地域に

も，タイ族の高床式住居があると思われるが，目下はそれを確認できない。ただ；前

記徳宏の瑞麗と潴西のちょうど中間地点にある遮放は，江応梁の資料 ［江　１９８３］に

よると，高床式住居があるという。 したがって，瑞麗から遮放までの間には，その分

布がつながってあると思われる。

　なお，『西南……』は， タイ族のはしごが９段の踏み板であると述べており， 他の

資料で もそれが しばしば言及されるが， 『西南……』は， 老龍 １対 と，小龍 ７匹がタ

イ族にはしごの作 り方を教えたという神話を紹介 している。それに対 し，史宗竜のほ

うは ［史　１９８２］，タイ族の古歌謡に出てくるタイ族の女神の 「渉麗棒」が・はしごを

発明したが，その女神は人 と同じように子女を生み，育てたが，はしごの踏み板の数

は，その ９人の子女の数である，というのを紹介 している。神話や伝説の類はどうあ

れ，伝統的には ９枚の踏み板のあるはしごが用いられたようであり，今 日もその数の

があるけれども，かつて筆者が述べた ［周　１９８３］ように，昔はタイ族社会が封建領

主制であり，上座部仏教を信仰 していたので，瓦屋根は用いてはな らず，寺の前 と両

側には住居を建ててはいけないなど，制約があったけれども，最近 は，大型化，瓦屋

根化が盛んになるというように，構造自体に変化が表われているのである。 したがっ

て，踏み板の枚数の異なるはしごは，いくらでもあるようになった。

　 ところで， トン族や ミャオ族などの高床式住居が，字ウヨウザ ンを木材として用い

ているとすでに述べたが，西双版納にも，コウヨウザンはあることはある。 しか し，

それが用いられず， 「鉄刀木」（「黒心樹」 ともいう）というタガヤサン （学名 Ｃａｓｓｉａ

ｓｉａｍｅａで， タイ王国のタイ語では Ｍａｉ　Ｋｈｉｌｅｋ という）， その他の木材が用いられ

ているのには，理由があるようだ。それは，資料によると ［中国科学院自然科学史研

究所（編）　１９８５］， ８月に伐材するのは，虫害を防止できるからだとされているから

で，マッやコウヨウザンは，シロア リなどが好むので用いなく，常用されるのは，「臭

椿」，「黒心樹」（「鉄刀木」が正式名），「毛栗」およびタイ語で 「麦干令」（マイカンリ

ンの音訳か ？）と称するものなどで，これ らは，固 く，防虫，防腐性があるという。

しかも，あるものは，使用前に汚水につけておき，虫害を避けるが，竹材に対 しても

このようにすることがあるという。

　 萬平華 らの資料 ［萬 ・他　１９８２］は，もっと詳 しい。高床式住居のどの部分には，ど

の種の樹木や竹が用いられるかを述べ，植物名に学名とタイ語名 （ただ し漢字をタイ

語音にあてている）を付けた表のある論文であるが，その中の，伐材季節などを述べ

た部分には，一般には雨季の後期である１０月前後に始めるといいく前の資料の 「８月」
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とす るの と食 いちが って いる），伐 材 した木 は， 原地にそのまま置いて おき，１１月 か

ら１２月の雨季の終了後 に，一定の寸法に したが って，梁や柱 や板 などに現地で加工 し

てか ら，人や牛 によ って村まで運ばれ， ２月 か ら４月 の当地 の乾季 に，新築す るのに

用い るように準備す るとい う。 なお，萬平華 らの別論文 ［萬 ・他 １９８５］ も，これら

の点 について詳 しい。

　空格人 ・阿克人 ：

　次は，『西南……』のタイ族の次に出て くる民族へ話題を転換しなければならない。

　 しか し，その前 に追加してお くことがある。写真資料 ［安 ・劉（編）　１９８４］だけで，

詳 しくは不明であるが，西双版納のまだ民族識別の終了 していない空格人，および阿

克人の双方とも，高床式住居の一部が写 っているので，空格人と阿克人にも高床式住

居があるといえそうだ。

　 リス族 ：

　では，次は， リス族について。

　まず 『西南……』によって見ると，ここには雲南省怒江 リス族自治州の全域かどう

かはわからないが，怒江地区として，竹木架構の 「小楼」があるという。それは，数

１０本の杭を基柱 としてうちこみ，高大な数本を全住居の支柱とする外は，その上に床

板を敷き，草で屋根を葺 くか，木片を瓦のように葺 くもので，竹の木舞の壁が床上に

あり，数１０本の脚柱があることによって，人々はそれを 「千脚落地房」と称 している

という。そして，その麗江ナシ族自治県に近い所では，木架構の 「楼房」で，その周

囲は方木を積み重ねたものというので，この 「楼房」は，校倉造の高床式のものであ

ろう。また，漢族やその他の民族の影響によって，少数民族の リス族は，土木または

碑木架構の住居 も作るといっている。

　別の資料 ［標便族簡史編写組（編）　 １９８３］によると，怒江地区だけでなく，四川省渡

口市所属の塩辺県一帯の リス族も，「竹蔑房」（「千脚落地房」ともいう）と校倉造の住

居が主で，麗江ナシ族 自治県，徳宏タイ族チンポー族自治州，西昌 （西昌市のことか，

その中の西昌県のことか不明）地区などは，土木架構が主であるという。さらに，こ

れには，怒江 リス族自治州の蘭坪県，迫慶チベット族自治州の維西 リス族 自治県一帯

の リス族は，校倉造を好むと述べているが，こちらは，それが 「楼房」なのかどうか

の説明がない。上の資料 と地域が異ならないと思われるので，高床式の校倉なのであ

ろう。なお，この資料 も，漢族，ペー族，ナシ族と混居する 「内地」の リス族 は，土
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木架構の住居に住むと述べている。

　なお，四川省民族研究所の資料 ［四川省民族研究所（編）　 １９８２］のほうは，四川省内

の リス族分布地は，涼山イ族自治州と渡口市で，そのうちの徳昌県南山公社と金沙公

社，塩辺県の岩門公社，米易県の新山公社がその集居地で，会理県，会東県，木里チ

ベット族自治県，それ と渡口市郊外の リス族は，ほとんどが漢族，イ族，ナシ族など

と混住 していると， リス族の分布地については詳 しいが，伝統的 リス族住居は木架構

のもので，木壁，切妻，草葺きのいわゆる ｒ木籠子」であるとするのみで，具体的に

は，地床式なのか高床式なのかを明示 していない。 しか し，これまでの資料との関係

を照合す ると，これは前記の 「竹蔑房」 もしくは 「千脚落地房」の，単なる別称のよ

うである。

ワ族

　次は，ワ族。

　 『西南……』は，漢族の影響にある所では， ４面の壁が着地 している 「草木房」で，

木材を支柱 とし，竹を編んだ壁で，草葺きだという。そ して，「土壁草房」や 「瓦房」

も少しはあるというが，これ らは高床式と無関係である。次いで，雲南省臨槍地区の

槍源ワ族 自治県では，タイ族の 「楼房」に似ているがとしているので，高床式住居に

なるが，家屋の外側前と後とに 「慶」つまり庇がそれぞれ張り出しているもので，「鬼

門」，「火門」，「客門」という三つの門があり，イロ リも 「主火塘」，「客火塘」，「鬼火

塘」の三つがあるという。 さらに，思茅地区の西盟ワ族自治県では， 「大房子」つま

りロング ・ハ ウスと，前記のような一般住居 とがあるという。両者 とも，形や内部構

造の点では同じであるが，屋根棟の両端に，前者では木彫 りのッバメと男性の裸体像

があるという。

　別の資料 ［仮族簡史編写組（編）　 １９８６］の場合は，その高床式住居は，タイ族から学

んだといわれているとする。そ して，高床式住居に大 と小のちがいがあって，大は，

上記のと同じように，三つのイロリがあるけれども，小のほうは主間と客間の ２間だ

けで，「主火塘」と 「鬼火塘」の二つのイロリがあるだけだという。「大房子」の記述

は，前の資料と大差ない。

　 さらに他の資料 「田 ・羅ｉ ｌ９８５］，［民族問題五種叢書雲南省編集委員会（編） １９８３ａ，

１９８３ｂ，１９８３ｃ］を見ると，それぞれ，詳細なところもあるけれども，基本的なところ

は，前の資料と大差がない。 しか し，前記郭湖生の談話によれば，１９５８年に調査 した

ワ族 （西盟ワ族自治県の）の高床式住居は，自然木を利用 した股木で床梁を受けて支
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え，その上にまた軒桁を置いて屋根を支えるものだという。なお，その壁も床も丸竹

に多くの割れを入れ，節をとり，足での したのを用いているという。

　 ラフ族 ：

　次は，ラフ族。

　 ラフ族は，雲南省の臨治地区の臨槍 ワ族 自治県，耳火馬タイ族 ワ族自治県，思茅地区

の瀾槍ラフ族自治県，孟連タイ族 ラフ族 ワ族自治県に多く，思茅地区の鎮況県，景谷

県 （今 日の景谷タイ族イ族自治県），思茅鎮，普沮県 （今 日の普溝ハニ族イ族自治県），

墨江県 （今 日の墨江ハニ族自治県）， 江城ハニ族イ族 自治県， 玉漢地区の元江県 （今

日の元江ハニ族イ族タイ族自治県）， さらに西双版納タイ族自治州， 紅河ハニ族イ族

自治州などで，漢族，タイ族，イ族，ハニ族，ワ族，プラン族などと混居するものが

あるようだ。この分布を示 した資料 ［国家民委民族問題五種叢書編集委員会中国少数

民族編写組（編）　１９８１］によると， 『西南……』が， すべて竹木架構の 「粧上房屋」

で，階上に人が住み，階下に家畜を飼う，というのと同 じような説明が出てくるが，

こちらは，さらにそれはタイ族の 「竹楼」に似たものだという。そして，もう一つは，

大型の 「楼房」があることで，漢族やイ族などと混居 したり，隣接地域にあるラフ族

は，漢族式の土壁平屋に住むという。

　 このうちの 「竹楼」と大型の 「楼房」は，高床式住居であるが，前記郭湖生の談話

資料によれば，ワ族のものよりは少 々よいけれども，やはり比較的に粗末な高床式住

居であるという。 しかも，その屋根の棟は，軒より長いともいう。その瀾治ラフ族自

治県の調査時のフィール ド・ノートのスケッチをコピーした図によれば，前記ワ族同

様，股木で床梁を受けて支えるものであった。

　スイ族 ：

　次は，スイ族。

　 『西南……』は，スイ族は柳江と竜江の上流に分布，平屋と 「楼房」があり，後者

は階上に人が住み，階下に家畜を飼うと，簡単な記述で高床式住居の分布のあること

を説明 している。

　スイ族は，主として貴州省胎南ブイ族 ミャオ族自治州の三都スイ族自治県，菰波県，
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 し
独山県，都匂市，胎東南 ミャオ族 トン族 自治州の楷江県，黎平県，凱里市などに分布

しており，広西チワン族 自治区の西北部にも少数が散居 しているようだ。筆者は，そ

の中心地である三都スイ族 自治県で，１９８５年 に調査を行な った。都匂市，楷江県など
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写真１９　巨大な高床式住居。床下は囲われている。 ［貴州省賠南ブイ族 ミャ

　　　 オ族自治州三都スイ族自治県安塘水塞 ・スイ族］

にも同 じ時期に入っているが，これ らはスイ族 に関する調査の目的で入ったものでは

ない。三都では，その県城から南方 ２６ｋｍ に位置する安塘水塞を訪れた。２００数戸で

１，０００余人の人 口の所で，住居 は木架構のものであるが， 平屋，高床式住居，懸造の

「吊脚楼」の三者ともあるが，高床式のが最も多い。いずれもかなり大型で，高床式

も，他の民族で見たものに比べてやはり大型であった。興味ぶかいのは，ここの高床

式住居は，大型であるにもかかわ らず，そのうちには，先に太い柱を立てて床を作 り，

その上に上層部を作 るというのがあることだ。 「吊脚楼」は， 必ずしも斜面があるか

ら作るというのでなく，主屋が別にあり，その主屋の前半部に 「吊脚楼」の脇部屋を

作 って，廊下で主屋 と往来するようにしたのもあるのである。

　なお，席克定によれば［席　１９８４］，甲雄公社のスイ族の古石板墓の甲技石板墓に高

床式住居の彫刻のあるのが，写真入 りで報告されている。

　 チ ンポー族 ：

　次 は，チ ンポー族。

　 ｒ西南……』 は，草葺の 「竹 楼」 が多 く，階上 は，階下 は と例 のご とく高床式住居

で あることを説明す るが，長廊形 のが多 く，一端 の門か ら入 ると，やや長 い 「過道間」

つま り通路 の間 があるといい，そこにある １本の木柱 は人 口，労働力，家の大 きさに

よ って大 きさは異 なり，その間を通 るとは しごがあ って，上 に登 るよ うにな っている

などという。 この １本 の木柱 は，一体なんの役を もつのか，説 明不充分 でよ くわか ら
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ない。他の資料［景頗族簡史編写組 （編）　１９８３］によっても，詳細はわか らない。た

だ，前記郭湖生の雲南省徳宏タイ族チンポー族自治州瑞麗県の南京里塞のスヶッチ図

のコピーに基づけば，それは，床を支え る数本の脚柱とは別に，床を貫 く数本の屋根

棟を支える柱があるので，その柱のうちの１本を述べているのかも知れない。

　それはさておき，チンポー族は，徳宏に集中 して分布 しているのであるが，臨槍地

区の敢馬タイ族 ワ族 自治県，思茅地区の瀾槍 ラフ族自治県などにも分布があるが，ビ

ルマ側にもその分布があり，ビルマではカチン族 と称 している。　 ♂

　パラウン族 ：

　次 は，パ ラウン族。

　パラウン族 は，これまで 「崩竜族」 と称されて きたが，これは多少蔑称のきらいが

あるので， いくつかの自称の一つをとって， １９８５年 ９月１７日から，「徳昂族」と称さ

れることになった。

　 『西南……』 は，パラウン族の住居は竹木架構の 「矯脚竹楼」つまり脚柱の低い高

床式住居であるという。そして，雲南省徳宏タイ族チンポー族自治州のは，ほとんど

が小家族であるが，臨治地区の鎮康県には，多 くの小家族が一つの 「大房子」に住む

のがあるという。ただ，この低脚の高床式住居とロング ・ハウスの詳 しい点は不明で

あるが，他の資料 ［中国科学院自然科学史研究所　１９８５］によれば，パ ラウン族は，人

数が少なく，そのわりに広い地域に分散居住 しているが，徳宏の瀦西県とその付近の

鎮康県において，他の周辺民族の高床式住居と大差のないのを用いているが，最近ま

で同一血縁関係のある数家族で 「大房子」に住むのがあると述べ，その大きさめ具体

的数字や建築学的特徴についても，かなり詳 しく述べている。 しかも，低脚のほうも，

ロング ・ハ ウスのほうも，スケッチ図と平面プランの図があり， ロング ・ハウスのほ

うも高床式のそれであることがよくわかる。

　 ヌー族 ：

　次は，ヌー族。

　 ヌー族は，雲南省怒江 リス族自治州の碧江県，福貢県，貢山 トール ン族ヌー族自治

県，および蘭坪県の菟峨公社に分布するが，少数が同省迫慶チベット自治州の維西県

（今日の維西 リス族 自治県）にも分布 しており，「木板房」と 「竹蔑房」に住むが，そ

れは，木の杭上に板または竹を編んだものを床にしたものであるという ［国家民委民

族問題五種叢書編集委員会中国少数民族編写組（編）　１９８１］。同様に，『西南……』も，
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この ２種 がある と説 明 してい るが，こっちは，さ らに ２種 とも，た いてい二 層 にな っ

てお り，階上 に人 ，階下 に家畜 という説明を追加 して いるので ，高床式住居 のあるこ

とがわ かる。 しか し， ヌー族 に関す る住居 は資料 にとぼ しく，詳 しくはわ か らな い。

　 トールン族 ：

　次は， トールン族について。

　 『西南……』 は，竹木架構の低い 「楼房」が多 く，２種あって，その １種は丸太を

積んだ校倉で，地面か ら２， ３尺のところに床板を敷き，低い高床であるという。も

う１種は形は前者と変わ らないが，材料ぽ竹で， ４壁 も竹を編んだもので，木のはし

ごを用いる 「竹楼」であるという。

　他の資料 ［雲南省編集組（編）　１９８５］も，同じように， トールン族の住居を 「木塁

房」と 「竹蔑房」の ２種があるとし，前者の校倉のほうは，チベットから早期 に，後

者のほうは，解放後にリス族の様式を学んだとしている。それ以外の詳 しいことは，

わからないようであるが，昔は， トール ン族にも樹上家屋９》があったようである。

　注寧生 は， 雲南省臨槍地区の槍源ワ族自治県において発見 した 「崖壁画」， つまり

ロック ・ペインティングについて，調査 し，報告 した ［注　１９８５］が，第 ２地点 １区 と

第 ４地点 １区の 「干欄」の崖壁画は，３種あり， １種は家屋部が楕円に近い形をなす

もので，１種はそれが三角形をなす形の切妻型のもので， もう１種は屋根の棟のほう

が軒より長い形式のものであるという。そして，最初のは，今日でもワ族やその他の

やや原始的民族の高床式住居にも見 られ るし，２番目のは，タイ族とその周辺民族の

高床式住居にも見 られるが，最後のは，インドネシアのスマ トラにはあるがと，ハイ

ネ ・ゲルデルンの 『スマ トラ民族誌』の例を述べ，雲南の少数民族においては，今日

すでにこの種のタイプのはないけれども，古代にはあったことが，雲南の青銅器や銅

鼓紋様中から発見できるとしている。晋寧石塞山漢墓出土の青銅貯貝器その他に見る

ことのできる，あの住居形式のことをいっているのである。

　注寧生は，つづけて第 ５地点 ２区と５区の崖壁画について述べる。

　それは，樹上家屋の崖壁画なのであるが，古文献でいうところの 「巣居」の樹上家

屋が，雲南の各民族中で，ただ トール ン族だけが，清朝末葉にまだもっていたと，清

９）樹上家屋は，高床式住居の変種とみなされており，ハイネ ・ゲルデルン，その他によってと

りあげられたことがあるが，近年は，大島裏二によるパラワン島のケン・エイ族のそれが報告

されており，ケン・エイ族のすべてが樹上家屋ではないが，それは自然の樹木だけを柱とする

ものでなく，材木をも何本も用いており，焼畑のための移動によって，その住居も転地すると

いう ［大島　１９７３］。
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写真２０ 地床式のロング ・ハウス。 ［雲南省西双版納 タイ族自治州景洪県竜

　　　 柏塞 ・チィノー族］

朝の夏瑚の 『怒球辺阻詳情』か らの情報として，伝えて くれている。注寧生は，さら

に，解放初期でも，まだその種の家屋の残存があったと，王均の 「独竜族的崖居和樹

居」（未刊）から引用紹介している。

　 チ ィノー族 ：

　 次 は，『西南……』で高床式住居のあ るもの としそ最後 に出て くるチィノー族。

　 『西南……』 は，高床式の １種は， 「竹楼」 で， もう １種 は，父系 の数家族 の居住

す る 「大房子」，つま りロング ・ハ ウスで ，これは長 い大 「竹楼」であ るという。

　 チ ィノー族 は，雲南省西双版納タイ族 自治州 の景洪県 の依楽 山 （海抜 １１７０ｍ）の

基諾洛克公社 に住むが，筆者 は，１９８０年の西双版納訪 問時に，その竜柏塞 の竜巾白新塞

生産大隊 を調査 した。 ７３戸 ，３０３人 の村 であ ったが， 住居 は，ほ とんどが低脚 の高床

式住居で，ただ一つの ロ ング ・ハ ウスが残 ってい るだけであ った。 ロング ・ハ ウスは，

高床でな く，その 中の しき られた各部屋は，小 家族 がそれぞれ用 いるもので ，地床 に

それぞれの イロ リがあ った。 しか し， ロング ・ハ ウスの前 にあ ったい くつ かめ倉庫 は，

高床倉 庫であ った。

　朱宝田 によれ ば ［朱　 １９８２］，ロ ング ・ハ ウスは表 にま とめ るほ どの数 があ り，かう

それ らは高床式の ものであ るというが，今 日は，上記 のよ うに，ただ一つ を残す のみ

で， しか も，それは地床式の ものであ った。

以上， 『西南・…・・』 に出現 した住居資料 を検討 しなが ら， 他 の資料を も援用 して ，
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高床式住居 （懸造 ・校倉 のそれ， 樹上家屋 も含む）の分布 を調 べ た が， すで に 『西

南……』 に含まれていなか った民族 ，た とえば， リー族 ，あるいは，民族識別未完了

のた とえば，僚人 ，空格人 ，阿克人 ，あるいは，漢族 の客家 と水上居民 の高床式住居

に も言 及 した。また，現在 はないよ うだが，その民族 も しくはその民族の祖先 がかつ

ては もっていた と思 われ る，ペー族 の例 もあげた。

　 ここにそのすべてを再録 す ると，チベ ッ ト・ロッパ ・イ ・ヤオ ・ペー ・ナシ ・プ ミ

・ミャオ ・リー ・チワ ン ・ブイ ・トン ・ハ ニ ・プ ラン ・タイ ・リス ・ワ ・ラフ ・スイ

・チ ンポー ・パ ラウン ・ヌー ・トール ン ・チ ィノーの各少数民族 と，漢族 の客家 ・水

上居民 ，および，燈人 ・空格人 ・阿克人で ある。

　 しか し， これ ら以外 の民族 にも高床式住居 があ る。 以 下においては， 『西南・・…・』

をたたき台 に して検討す る際 ，きっか けがな くて触れ ることので きなか ６た民族の高

床式住居 に触 れ ることにす る。

　 トゥチャ族 ：

　まず， トゥチャ族について。

　 トゥチャ族は，湖南省西部の湘西 トゥチャ族 ミャオ族自治州の永順県，竜山県，１保

靖県，古丈県と吉首市近辺にも分布 している。湖北省西部にも分布があり，郷西 トゥ

チャ族 ミャオ族 自治州の来鳳県，利川県，鶴峰県，威豊県，宣恩県がその分布地であ

る。また，四川省の浩陵地区は，湖南省，湖北省，貴州省 に３方を囲まれており，そ

の酉陽 トゥチャ族 ミャオ族 自治県，秀山 トゥチャ族 ミャオ族 自治県，胎江 トゥチャ族

ミャオ族 自治県，彰水 ミャオ族 トゥチャ族 自治県，石柱 トゥチャ族自治県に トゥチャ

族の分布がある。

　筆者は，このうちの湖南省湘西 トゥチャ族 ミャオ族自治州を１９８５年に調査 した。 し

かし，その調査は，懐化地区から北へ向かって，自治州内の鳳里県を経て，州都の吉

首市までの部分のみで， トゥチャ族がさらに多くなる吉首市以北へは入っていない。

このコースでも，高床式住居はあることはあるが，む しろ地床式住居のほうが多い。．

　 したがって，文献資料によることにする 〔課　１９８４］。諌明華は，「都西」つまり湖

北省西部の 「吊脚楼」には，主屋の 「正屋」 と両脇部屋の 「庸」が， 全部宙 にあ る

「全吊型」と，一部が宙にある 「半吊型」 とがあり，後者はさらに，両脇部屋が宙にあ

って，主屋が地床式である 「双吊式」 と，東西どちらかの脇部屋だけが宙にある 「単

吊式」とに分かれる，という。 いずれも， 「穿闘式」の木架構で，柄 と柄穴による仕

口はぴったりとしており，釘など用いなくても，耐久性のある建物になっているとい
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い，屋根は，切妻，入母屋， あるいはその両者を兼有するのがあるという。「都西」

でも，特に利川県一帯は， 「双吊」または 「単吊」の半高床式住居が多 く見 られるそ

うである。

　四川省のは，資料 ［四川省民族研究所（編）　１９８２］によれば， トゥチャ族の住居は，

一般には木架構瓦葺きのものか，竹を編んで壁 とした草葺 きのものであるとするだけ

で，高床かどうかは不明である。

　 しかし，別の資料 ［費　１９８５］によれば，四川省東部の石柱 トゥチャ族自治県での

高床式住居の見聞記もあり， トゥチャ族の独特な風格をもつ 「吊脚楼」は， トゥチャ

族の標準的住居形式であって，全木架構で，階上に廊下があるとし，農村で新築 して

いる場合も，そのほとんどはやはり 「吊脚楼」であったという。 したが って，四川省

の トゥチャ族にも，高床式住居のあることがわかる。

　高山族 ：

　次は，高山族，つまり日本でいわれていた台湾の高砂族。

　高山族については，しばしば東南アジアの住居研究で言及 されているので，ここで

は簡単に触れるだけにする。たとえば，杉本尚次 ［杉本　１９７７］も，高砂族のアミ族，

ッオウ族，パイワン族の付属建物 （集会所と高倉）が高床式である例を挙げており，

さらにヤ ミ族，タイヤル族は，外敵を見張るのを主とし，男女の集会 にも用いる望楼

があり，それも高床式の建物だとしている。さらに，現在漢族化 した平捕族の中には，

かつて高床式住居があったことが知 られているという。

　重慶の漠族 ：

　最後にもう一つ，漢族の例を挙げておく。四川省重慶市の 「吊脚楼」である。

　郡俊儀によると ［郡　１９８１］，重慶は起伏のはげ しい都市で，到 る所に坂があり，そ

のため一部の地域に 「吊脚楼」が今日でも多 く見 られるが，この種の民家ほ，過去に

おいては，重慶の中下層住民の傾斜地における居住様式であったという。そして 『華

陽国志』の記載によれば，後漢の頃，重慶はすでに 「皆重屋累居」であったというの

で，この種の建築は，さらに早い時期から重慶に出現 していたであろうという。 さら

に，この 「吊脚楼」は，古代長江中下流域一帯の 「干閾」建築とある種の系譜関係が

あるように思われるとし，その共通点は，建物下部があいているところであるが，そ

れぞれの立地環境が異なったりするので，両者 にもいささか異なるところがあり，「千

閾」式のほうは柱で建物を支えて下部をあけているが， 「吊脚楼」のほうは，下部が
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あいてはいるが，その上部の建物の一部だけが柱によって支えられており，他の一部

は斜面の岩上に置かれているという。

　郡俊義のいう 「吊脚楼」は，いわゆる懸造であって，それと 「干閾」の高床式住居

を区別すべきであると述べているのだが，すでにいくつ もの前例で示 したように，「吊

脚楼」は懸造を意味する場合もあったし，高床式住居を意味する場合 もあった。人に

よって異なるところがあったのだ。いずれにしろ，広義に解釈するとすれば，懸造 も

高床式住居に含めることが可能であろうか ら，重慶の例 も追加することになった。

　それはさておき，郡俊義は，その 「吊脚楼」を 「陵披附崖式」と 「中披分台式」 と

に大きく分け， 「随披附崖式」をさらに 「下落式」と 「爬式」の ２種に分けている。

いずれも側面図などがていねいにスケッチされており，参考になるが，本章は高床式

住居の分布を確認するのを目的とするので， その詳細は割愛する。 しか し， 重慶の

「吊脚楼」は，「樺卯」つまり柄 と柄穴 による結合方法を用いるのでなく，一層原始的

な方法である竹条で結紮する特徴があり，そのためか，壁面は竹を編んだ上に漆喰を

塗る，軽量壁であることをここに述べておく。

　以上で，中国における高床式住居 （懸造，高倉なども含む）の分布を，可能な限 り

の資料でもって調べたが，大きくまとめてみると，高床式住居は，今 日なお，西南中

国 （狭義）の雲南省，貴州省，四川省と，華南の広西チワン族 自治区を中心に，西は

チベット自治区内の森林のある一部地方，北は湖北省西部，東は湖南省西部，南は広

東省の海南島にまで分布 しているといえる。

　考古学的資料によって分布を見ると，その分布 は一層広 く，長江中 ・下流域以南の，

現在ほとんどが漢族によって占められている地方にまで拡大されることになる。 もち

ろん，今日でも，漢族といえども，その一部には前述のごとく，高床式住居に住む者

もあるのである。

ＩＶ． 儀 礼 をめ ぐって

　筆者はかつて，中国の民家を巨視的に 「壁型」，「屋根型」，「折衷型」に分け，新築

の際のめでたいことばを書いた赤紙を貼 る場所が，「壁型」では門の周囲に，「屋根型」

では柱 に貼 るということで， 一方が門を重視するのに対 し， 他方 は柱や梁を重視す

るように思われる， とした。 高床式住居は， この 「屋根型」のほうで言及 した ［周

１９８４ａ］。
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　高床式住居の建築儀礼で，柱や梁が重要視されるのは，その建築の主たる構造体が

柱 と梁の組み合わせによっているから，柱や梁に象徴的意味をもたせ ると，建築物そ

のものに新築された意味が与えられるのであろう。

　 もちろん，すべての中国における高床式住居が，その新築の際に，柱や梁にめでた

いことばを書いた赤紙を貼るわけではない。新築儀礼の一部をなす立柱式で，柱の中

でも，特に中柱を重視する場合もある。

　たとえば，前章でしばしば言及 し，検討のたたき台にした 『西南……』の，タイ族

の高床式住居を記 した部分は，張紫農の著書 ［張　１９８５］にも引用されたりしている

が，そこには大略次のようなことが述べられている。

　伝統的には，吉地を選び，梨などでその土地を平 らにし，柱を立てる石 を置き，立

柱架梁する。主要なものは中柱で，中柱を選ぶのは，厳粛な行事になる。中柱を選び，

それを伐って山か ら村へ運ぶとき，村人はそれを迎えに出て，水をかけて祝福する。・

立柱は，まず中柱を立てるのに始まる。中柱は，一般 には８本で，そのうちに 「男柱」

（紹岩）と 「女柱」（紹嫡）の別がある。立柱時に，男柱，女柱にそれぞれ男女の異な

る服を 「着せる」場合もある，という。

　 しかし，タイ族の新築儀礼には， トン族やその他のいくつかの民族に見 られる，棟

上げ式がない。新築を祝って行なう 「賀新房」は，民間歌手のザ ンハをよんで，めで

たい歌をうたわせ，人々に酒 とごちそうを振る舞 う。その後吉日を選び，引っ越すこ

とになるが， 「賀新房」は， 建築関係総費用の２倍ほどもかけて行なうのは，前にも

報告 したことがある ［周　１９８３］。

　「賀新房」の様子は，必ずしも同じではないが，芳藍の記 した西双版納の例 ［芳

１９８２］も，その １例になるだろう。１９８２年の西双版納での調査で，タイ族の大工頭に

相当する人である波玉光 （雲南省西双版納タイ族自治州景洪県曼景蘭人民公社出身，

当時６６歳）か ら，タイ族の建築の方法とか新築儀礼についていろいろ教わったが，そ

れも芳莞の例とは必ず しも一致 しない。詳細は省 くが，タイ族の現今の建築儀礼は，

どうも原形を消失 し，上座部仏教に関連する行為が，原形を覆って しまった感がする。

解放後の変化もまたある。

　その印象は，文献 ［砧巴劫　１９８１］によって強められた。それは，タイ族の詩人で理

論家が，４３０余年前に書いたものと，３００余年前に書いたとされる２論文を収めたもの

であるが，そのうちの 『論簾族詩歌』は， タイ暦９７６年 （西暦１６１５年）に，古タイ語

によって書かれたものである。その作者名は不詳１０，であるが，作者は砧巴劫に属する

大僧で，３２年間僧であったという。しかし，僧位 にありながら，仏教に制約されずに，
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あるいはむしろ仏教を批判するところがあり，ところどころに仏教以前のアニミズム

時代の， タイ族の村を作り， 家を創造 したという 「夙桑木底」（〈Ｐｈａ＞ｓｏｍｔｈｉの漢

語音訳）が，称賛されて出てきたりする。そして，われわれの古来の 「賀新房」の歌，

祖先が伝えてくださった歌を聞いてほしい。そこには 「王子柱が立った。公主柱 も立

った。３２本の柱が立った。早 く梁をかけるよう。……」など，柱 と梁を重要視するこ

とばも出て くる。

　いずれにしろ，今日上座部仏教を信仰するというタイ族であっても，アニ ミズム的

信仰の痕跡もある彼 らであるが，その昔の原初的建築儀礼というものは，おそらく仏

教 とはまったく無関係のものであったろう。それは，具体的にはどんなものであった

のか，目下知るすべがないが、現在の建築儀礼が，かれらの原初的伝統のままである

とはいえないであろうことだけは，確かだといってよいだろう。

　本稿は，高床式住居の儀礼そのものを詳述するのを目的としない。その種のものは，

いずれ別稿で報告することになるかも知れないが，今はまだ充分資料があるわけでは

ないのである。

　 しかし，現在手持ちの断片的資料のすべてをここに出す必要もないだろう。という

のは，本稿で高床式の儀礼に言及す るのは，儀礼をめぐる話題を提供することだけを

目的とするからである。

　 という次第であるので，以下においては，簡単に現有資料のいくつかだけを挙げて，

将来の探究の材料としたい。

　筆者は，広西チワン族自治区の三江 トン族自治県の トン族の棟上げ式について，簡

単な紹介をしたことがある ［周　１９８４ｂ］。再録すると　　その棟上げ式であるが，こ

れは梁を上げる段階と梁を踏む段階の二段階になった儀礼である。赤布とモチ穂の束

を付けた梁を徐々に持ち上げ，柱に渡すとき，主人側は爆竹を鳴 らし，モチを観覧者

にまき与える。これが，梁上げの儀式。ついで行なわれる梁踏み儀式は，大工の代表

が梁の上を歩いていき， 「カッム」と称される， 彼 らの民族服に用いられる紫色の布

を，骨組みの一部にくくり付けてから，モチを手に持ちながら，いろいろ吉祥のこと

ばを述べるものである。　　 というもので，つづけて，新居が完成すると，新築祝い

を行なう。そのときも 「油茶」を作 り，酒宴を設け，歌を歌って祝うことになるが，

１０）出身僧位の帖巴勧を仮の著者名として，古タイ語で書かれた論文を，現代漢語に訳 したタイ

　族の岩温扁は，この論文が発見されたとき， その持ち主が， かつては 「召片領」（領主の大地

　の主を意味するツァオ・ペンデインの漢語音訳）や勘竜の 「土司」（地方官）は，これを叛逆の

　書としてきび しく管理をしており，みだりに写したり読んだりしてはならないと規定 していた

　といい，さらにその持ち主は，文化大革命の家宅捜査で発見されてはならないと，ナイロン袋

　に入れ，それをさらに魔法瓶に入れて，土に埋めてかくしていたのだといったという。
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「油茶」１１｝にはモチが用い られる。また，酒宴のほうでも，ナレズ シ，おこわ，モチ

米を発酵させた酒など，モチ稲と直接もしくは間接的に関係するものが出て くること

になる。一 として，広西チワン族 自治区三江 トン族自治県の トン族の，このときは，

モチ米利用の話がテーマだったので，このように述べた。

　この トン族の棟上げ式とほぼ同じ記載が，鳥丙安の著書 にもある［烏　１９８３，１９８５］。

民俗学の概説書であるか らか， 詳 しい地名が略されており， 広西， 貴州， 湖南の境

界を接する地区の トン族の山村では，人々が 「杉木楼」（コウヨウザ ンの木の高床式住

居）に住んでいる，というように述べてから，少々他のことに触れ，そ して トン族の

棟上げ式の例が出て くるだけである。

　 これに対 し，楊通山らの編集 した本 ［楊 ・他（編）　１９８３］は，三江 トン族自治県の

独桐の資料であると場所は明確に して，棟上げ式の例を紹介 している。その例の前後

にも，関連するものがあるので，やや長くなるのを少 し圧縮 して，次に引用 しよう。

　 「一軒の高床式住居を建てるには，百本近いコウヨウザンの木がいる。だれかが

家を建てようとしていることを知ると，親戚友人たちは，進んでやってきて，山か

ら木を運ぶのを手伝う。１０日間かかろうと半月かかろうと，自分の仕事をさしおい

て，よろこんで手伝うのである。木がそろうと，主人は大工の親方に頼み，骨組み

を作ることになる。骨組みを作っておき，それを立てることになるが，骨組み立て

の日も，友人たちがやってきて，たいへんにぎわう。主入は，ブタを殺 し，酒宴で

人々をもてなす。数十本の柱，数百本の貫などを用いて，１，２日内に組み立てを完

了 しなければな らないので，人 々の力を要す ることになる。立てるとき，まず敷地

の両端に足場を立て，大工の親方の指揮によって，柱を整然と並べ，貫を通 し，そ

してその柱列を １列ごとに立てていき，それらに桁を渡 していき，骨組みが一応で

きるのだが，最終的には，それに棟を載せることになる。棟上げ式には，老人 も子

どももやってきて，たいへんにぎわう。赤布とモチ穂をとり付けた棟 （梁）が，ゆ

っくり昇っていくとき，主人は爆竹を鳴らし，人々にモチをま く。棟が上がると，

棟踏みの儀式がつづ く。大工の親方が屋上に登 り，棟を踏み，この家のためのめで

たいことばを唱える。その手には， ３個の大 きなモチと トン族の紫色の布が持たれ

ているが，その布の一端を骨組みの一部にくくり付け，他の一端を下にたらす。家

主は，地面にひざまずいて，その布を受ける。大工は，棟の中間まで歩いていき，

モチを高 く挙げ，〈我放一個金銀替大宝〉と唱えて，その一つを布に沿って滑らせ，

１１） ９７１頁 に記 載 。
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家主がそれを受ける。またく我要一個金銀替大宝〉と唱えて，もう一つのモチをふ

ところに入れてしまう。最 後に大声で く大吉大利， 大発大旺， 魯班主家一家一様

旺〉と叫び，人々がそれを静聴する。式が終ると，主人は大工にブタの頭，モチ穂，

布を献上し，感謝の意を表わす。親戚や友人たちは，主人に対聯 （門などの両側に

貼る，めでたいことばを書いた赤紙）を贈 り，それを柱に貼 り，新築祝いとするの

である。なお，棟には，赤布 とモチ穂以外に，筆，墨，暦などもくくり付ける。そ

れ らは，それぞれ吉祥 とか五穀豊饒，富，教養，子宝に恵まれること，永遠の象徴

だとされている。その後，屋根 に瓦を葺 き，壁をはめ，最後は新築の家にひっこす

ことになるが，ひっこしの日には，人々は，モチ穂，米酒，ナレズシ （魚のも，肉

のも），鏡などの贈 り物をお祝いにもって くる。若い娘たちは，祝いの歌をうたい，

主人は油茶を作り，酒席を設 ける。」と。

　 ３個のモチのうちのもう１個は，そのゆ くえが不明だが，要するに棟上げ式におけ

るモチまきのあることを，ここに銘記 しておきたい。

　１９８５年に調査 した貴州省鎮寧ブイ族 ミャオ族自治県の石頭塞 は，ブイ族の石造民家

で有名であることは前でも述べた。高床式住居は，見ることができなかったが，その

村は，平生は農務にいそしむが，大工をも兼業する者が約３０人いた。そのうちの，普

通は 「先生」もしくは 「魯班先生∫と尊称されている伍起貴 （同村出身のブイ族。当

時７３歳）に面会を求めたが，あいにく外地に出ていた。 しか し，家の者が，本来は許

可なく他人に見せられないがといいながらも，毛筆で書かれた彼の 『魯班手冊』と表

書 きのあるノー トを，ほんの数分間だけ見せてくれた。その目次は，（１）伐木，（２）立柱

・上梁，（３）開財門，（４）関師となっており，パ ラパ ラめくると，解放後の今日に合わせ

て，中華人民共和国を一方でたたえる字句を織 りまぜながら，その立柱式や棟上げ式

の次第が書かれており，裏表紙の裏には，道教のまじないの符が張ってあった。入手

することはもちろん，写真に写すことすら本人がいないからといって実現 しなかった

が，重要と思われるのは，「舅父」（母方のおじ）が棟上げに用いる梁に赤布を巻 き，

爆竹を鳴 らしなが ら，噴哨 （スルナイ，チャルメラ）を吹く者をつれて，それを贈る

と，受けとるほうも噴ロ内を鳴 らしてその一行を歓迎 しながら，それを受けとるのであ

ること。および，棟上げ式でやはりモチまきのあることである。

　 トン族のモチ同様，このモチも杵と臼とで揚いたものであるが，コイン，大豆など

も入れる。そのモチの ２個は大きく作られ，梁下にひざまずく家主に与え られるが，

経済条件によって数は不定だが，残りの数百個になる小 さいモチは，集まった人々に

まき与えられるのである。
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　民間文学は，中国の民族学界で盛んに研究されている分野であり，他の物質文化な

どの研究がたいへん少ないのに比べて，あまりにもアンバランスのきらいがあるが，

その民間文学の資料も，民俗学の資料と同じように，具体的にはどこの例なのかをあ

まり記さない。 したがって，どこのプィ族なのかは不明だが，田兵らによると ［田 ・

他（編）　１９８３］，棟上げ式の様子がかなりよ くわかる 「立房歌」に関する部分がある。

その 「立房歌」としてまとめられているものは，大工の親方が唱える 「富貴杷 々」，

「掛梁紅布」，「鳳鳳鶏」，「上大梁」，「開彩門」 という一連のものである。「杷 々」は，

モチのこと， 「鳳風鶏」は， 鳳厘にたとえられたニワ トリのことで，梁に親方が上が

る際，だきかかえられる雄のニワ トリにちなんで歌うもの。なお，この 「杷 々」は色

を染めたモチだと説明があるが，何色かは明記 していないけれども，食紅で赤に染め

たものにちがいない。「掛染紅布」の歌は，赤布を親方が梁に巻きつけながら歌うが，

その中で，，ブイ族の娘を 「玉母娘々」が各村に産んだ仙女にたとえている。道教的こ

とばが用いられているのを，先の 『魯班手冊』．に貼ってあったま じない符 とともに，

やはりここに銘記 しておきたい。

　次は，スイ族の場合について。

　１９８５年の貴州省胎南ブイ族 ミャオ族自治州の三都スイ族自治県の安塘水塞における

調査で，同村出身のスイ族大工王世顕 （当時４５歳）か らいろいろ聞いたが，彼 らには

・『魯班手冊』のようなものがなく，建築儀礼の次第はすべて口伝するという。ちなみ

に，魯班はあとで少 し詳 しく説明するが，ここでは，大工たちがその職業神 としてい

るものであるとだけ述べておく。

　 この村のスイ族の場合は，山から伐 った木を，その日に 「柱」として立てることで

運勢崇見る。その日は，もちろん吉 日炉選ばれているのだが，いったん選 ばれた日は，

晴雨にかかわ らず変更しない。 「柱」一本を立てるだけで，倒れなければ運がよく，

倒れると運がよくないとする。それを行なってから，用意しておいた柱を立て，梁を

上げる。一本の 「柱」立て以外の立柱式のようなものも，棟上げ式のようなものもな

い。モチまきもないのである。ただ，「柱」立ての前に，祖先を拝む儀礼だけがある。

そのときは，モチ米で作ったおこわ，ブタ肉，酒が置かれて焼香する。酒は，一般に

盃 ５個で， ５代の人々を表わすというが， ５個でなくても奇数ならよいともいう。骨

組み立てに参加 した人々には，やはりおこわ，ブタ肉，酒が用意されていて，宴が催

されるが，魚は出さないという。ちなみに，魚は，一般には宴客に出すものであり，

スィ族の 「端節」（古いきまりでは，旧暦 ９月の第 １亥の日に行なうスイ族の正月）で

は，最初の ２回の食事 （戌の日の夕食 と亥の日の朝食）は，精進食でなければならな
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いが，魚やエビなどの水産物は例外とされるほどで， 「無魚不成年」， 「無魚不成礼」

（魚がないと年越しできない，および，魚がないと礼をなさない）というのに，新築の

際には魚を食べないのであった。

　いずれにしろ，スイ族の新築に関する儀礼に，一本の 「柱」を立てるものがあるの

も，「柱」が柱 として意味づけられており， 高床式住居で柱を重要視する， また一つ

の例となるだろう。

　次は， ミャオ族の例を挙げる。

　１９８５年の貴州省胎東南 ミャオ族 トン族自治州の台江県塘鰯塞の大工竜清銀 （ミャオ

族，当時５２歳）による例。

　今度は，大工の唱えることばに重点をおいて述べるだけにする。それ以外のは簡単

にしてお く。

　吉日を選び，その日に中柱の １本を敷地に置き，まずそれに墨斗 （墨壺）の糸で墨

打ちをする。その後他の材料にもそれを行ない，おいてお く。他日，また吉 日に，大

工がその師匠であった大工のために敬意を表するニワトリを殺 したのをもらって帰 り，

それとブタ肉，酒などで焼香する。そ して，骨組みを立て，棟上げになる。主人の母

方のおじと娘むことが梁の細いほうの端に立ち，大工の親方たちが主人側を代表して

もう一方の太いほうの端に立つ。そして，その梁をかける。はしごを登るときの唱え

ることばは，「四言八句」と称しているが， その全文は，原意を完全訳するのは困難

なので，原文のままここに収録 し，最小限の注釈だけをほどこすことにする。

　はしごに足をかける前に唱え始める。

　　太陽出来楽陽々

　　賀喜主家立華堂

　　一進堂来二進堂

　　両頭生対々為郎

　　三進堂来四進堂

　　四架梯子架両傍

　　四進堂来五進堂

　　主家請我要上梁

　　　　　　　一 一ここからはしごに登る。

　　脚踪穏梯一歩一

　　一定要納財

　　脚踪穏梯二歩二
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二喜好 　々 （「二喜」は，ジャンケン用語。「二喜」，「三多 」々などと声をかけて行なう）

脚踪穏梯三歩三

三元重中　　（「三元」は，道教用語）

脚踪穏梯四歩四

四季納財

脚躁穏梯五歩五

五子登科

脚踪穏梯六歩六

　　　　　 （「六」は 「禄」とこの地方の漢語方言では同音になる。 したがって，「六位」六位高昇　　　　　は 「禄位」
のこと）

脚踪穏梯七歩七

七子成団

脚踪穏梯八歩八

八方納財

脚踪穏梯九歩九

九々富貴　 （「九々」は 「久 」々と同音。末長くの意に用いている）

脚躁基方代々出官

　　　　　一 一梁が置かれる。置くだけで，槌打ちなどしない。

　　梁が置かれ ると， モチま きにな る。

　 モチの入 った容器 を大工の助手が吊 り上げ る。 モチは， 「高梁杷」 と称す る小 さい

もの多数個 （経済状況 によって数は異 な る）と，「祀祖杷」と称す る大 きい もの１２個 で，

大 きいのは梁 の両端 にそれ ぞれ ６個用意す る。 どち らもモチ米 を掲 いた， 「喜色」つ

ま り赤色を着 けた モチで， 「祀祖」 の 「祖」 は， 主人 の祖先 と大工の親方の祖先 の意

を持つ とい う。モチま きのモチは，小 さいほ うを用 いる。終了す ると，宴会 になる。

大工 の親方への謝礼 は，活 きたニ ワ トリ３羽 ，ブタの大腿部 １本 とシ ッポ １本 ，梁 か

ら降 りて くるとき，あ らか じめ脇 にはさんで おいた 「祀祖杷」 １対，お こわ １かご，

および１８元 の謝金 であ るとい う。

　 もう １例を挙げて お く。 同 じ民族 ，同 じ地方で も，いつ も同 じ例 にな るとは限 らな

い例 として。

　上 と同 じ台江県 だが，芳塞 とい う村 の元大工張勝金 （ミャオ族 ，当時７２歳 ，年 をと

ったため， ３年前 に休職） による例。「四言八句」 だけを記す。

一進堂屋四々方

四根中柱撹中梁
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　　宝梁宝梁生在何処

　　宝梁生在万里青山

　　一梁是檀香梓

　　二梁是梓檀香

　　　　　　　一 ここからはしごに登る。

　　親戚百客両辺帖

　　青竜 白虎両辺激

　　看到魯班弟子上雲梯

　　脚踏雲梯走一歩

　　賀喜主人家又発富

　　脚踏雲梯走二歩

　　代 々主人家又発富

　　脚踏雲梯走三歩

　　代 々主人家徹恭賀

　　脚踏雲梯走四歩

　　代々四季発財

　　脚踏雲梯走五歩

　　五子登科

　　脚踏雲梯走六歩

　　禄位高昇

　　脚踏雲梯走七歩

　　七歩発財

　　脚踏雲梯走八歩

　　八大発財

　　脚踏雲梯走九歩

　　九歩九手又杁瓜　　（「瓜」は，束の 「瓜柱」のこと）

　　賀喜主人家

　　　　　　　一 ここで梁上に達する。

　　走到十歩登了梁

　　賀喜主人家発富発貴

　なお，この人によれば，棟上げに用いる梁には，赤布で巻 く前に，くぼみを作 り，

銀錠もしくは銀貨 （昔の衰世凱の顔のあるものなど）， 筆， 墨，箸，暦 （表紙に赤紙

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ９５１
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を貼り，そこに日付を書 く）を入れ，そして布を巻 くのだが，梁上に四角布の対角線

が梁の長方向と平行 になるように布を置き，対角線上の端の ２角に銀貨などを用いて

打ちつけ，布を固定 し，布のもう１本の対角線上の両端を，梁に巻 き付けるようにし

て，やはり銀貨などでその端を固定する。銀貨で固定する代 りに，麻ひもで くくるこ

ともあるという。

　 以上のように， ミャオ族の場合にも，柱や梁を重視す るところがあり，モチまきが

ある （２番目の例で もあるのだが， 略 した）。 さらに 「四言八句」の中には，道教色

のことばがま じっているのでもある。これらをひきつづき銘記 しておきたい。

　 ところで，再び トン族について述べておくが，広西チワン族自治区三江 トン族 自治

県の トン族と異なり，貴州省胎東南 ミャオ族 トン族自治州の従江県の高増塞 という村

の トン族は，異なる建築儀礼をもっている。

　 やはり，１９８５年の調査で，その村出身の大工呉生賢 （トン族，当時５４歳）によると，

彼 らはモチまきを行なっていない。三江で用いられる 「油茶」 もそもそもない。ただ，

棟上げに用いる梁に赤紙を貼 り，それに 「天無忌，地無忌，年月 日時無忌，姜太公在

此，百無禁忌，大吉大利」 と魔よけ，吉祥のことばを書き，焼香 してからニワ トリを

殺 し，その血を付けた羽毛で，それぞれの柱 に血を塗っていき，爆竹を鳴 らし，宴会

に移るだけであるという。

　 これにはモチまきがな く，前述の三江 トン族の棟上げ式 とは異なるけれども，柱 と

梁を象徴的に重視 している特徴は，やはりあるのである。

　文献資料の紹介は，いちいち詳細に行なわれないが， トゥチャ族，その他にも，棟

上げ式におけるモチまきの例がある ［楊　１９８２］，［田　１９８３］，［彰　１９８５］。

　それはさておき，次は，高床式住居でなかったが，ペー族の建築とその儀礼につい

て触れることにする。地床式の住居であっても，その建築と儀礼には，高床式住居の

儀礼を考える上での，重要 と思われるヒントがあるからだ。

　 ペー族の建築技術はたいへん有名で，特に雲南省大理ペー族自治州の剣川県の大工

は有名である。遠 く西双版納のタイ族地域にまで出稼ぎに行 くと前章で触れたが，ビ

ルマにまで行 く者 もあったという。

　ペー族の建築で有名なのは，前章では， ことばだけで示 した 「三坊一照壁」， ある

いは 「四合五天井」 とよばれるもの。 「三坊一照壁」は， ほうぼうにある漢族住居の

「三合院」 と同じように，建物の棟が中庭の 「院子」をコの字型に囲むのであるが，

主屋棟の向かいに， 大きな照壁 （「四合院」住居などの目かくしの壁， かつては魔よ

けでもあった）があり，中庭を建物棟とともに囲ってしまうものである。その照壁は，
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写真２１ 三坊一照壁 （右側が大照壁）。［雲南省昆明市の雲南省博物館所蔵の

　　　 雲南省剣川県のペー族住居模型 ・ペー族］

単に大きいだけでな く，精致な壇彫がほどこされ，門楼 もたいへん こったものになっ

ている。「四合五天井」は，その大照壁を作 らず，「四合院」住居 （北京などの漢族の

住居。主屋の左右両側に脇部屋があり，それらと主屋の向かいにある向かい部屋とで，

中庭を囲むもの） と同じようであるが，４隅に 「漏角天井」という 「天井」（中庭）を

もち，合計 ５天井となるものである。

　ペー族の建築といえば，これらが紹介されているためか，すべてのペー族の建築を

こういうものだと思っている人々がいるが， それはまちがっている。 「三坊一照壁」

といっても，大規模のと小規模のとがあり，大規模なのは，泪海という湖のそばの，

写真２２ 三坊一照壁住居の門楼。［雲南省大理ペー族自治州大理市喜州 ・ペー族］
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写真２３ ペー族の一般的住居。［雲南省大理ペー族自治州鶴慶県三庄 ・ペー族］

ペー族の居住地内では恵まれた農村地帯である喜洲あたりに集中するのみで，喜洲に

は大資本家ですら育 ったことがあり，「中西合壁」 と称す る中華風・西洋風折衷の住居

さえあるのである。１９８４年の大理ペー族自治洲の調査は，今 日一部がすでに開放され

ている下関市 （現在は大理市に含まれる）や大理鎮 （現大理市）はもちろん，未開放

の剣川県や鶴慶県 もジープで走破 して，麗江ナシ族自治県まで，広く観察を行なった。

それによっていえることは，ペー族の一般的住居は，「三坊一照壁」などでな く，「三

坊一照壁」の 「照壁」に対す る一つの棟だけのような住居なのである。つまり，その

棟は，まん中に広間の 「堂屋」があり，その左右に，あるいは左右のうちのどちらか

一つに， 「耳房」 という部屋を作るものである。 庇柱があって，庇が前方に出ている

ので，前方左右に小さな 中庭の 「天井」が， ２または １あるのみ （「耳房」が一つの

ときは， 「天井」 も一つ）で，大 きな中庭が前方にあるわけでな く，大照壁ももちろ

んない。二階は人が住む場合 もあるけれども，通常は物置きとして使用 し，一階に人

が住む。

　ただ，「三坊一照壁」にしろ，「四合五天井」にしろ，一般の住居にしろ，建築技術

のすばらしい点は共通 している。建築に関しては，詳 しく記 した資料もある ［雲南省

建工庁設計院少数民族建築調査組　１９６３］，［中国科学院自然科学史研究所（編） １９８５］

けれども，本稿 は，それを直接のテーマ とするものでないので，とりあげないが，そ

れは，木造の 「穿闘式」のきわめてす ぐれたものであることは，述べておかねばな ら

ない。ただ し，建物全体は，木造そのものというのでな く，板でわ くを作り，その中

に土を入れて揚 く，いわゆる 「秀土」による土壁が併用されていることも，述べてお
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かねばならない。土壁 は，木造住居か

らやや離れて作 られているというので

はなく，柱 と密着 しているか，柱の半

分が土壁の中に埋没 した形かになって

いる。 したがって， 「秀土」による土

壁を先に作ってから立柱 している場合

と，立柱 してから土壁を作 っていく場

合とが あ る とい え る。だからこそ，

「三坊一一照壁」は，「白族漢式建築」 と

よばれているのであろう。木架構で も

う一つ追加すべきは，柱の足元にも穴

があり，それぞれの柱の足部を結ぶ形

で， 「地脚栃」 もしくは 「地松」とよ

ばれる貫が，他の 「穿栃」などとよば

れる貫とともに存在す ること。 これの

あることによって，建物の抗震度が高

くなっているのである。

　 これら建築技術は，土壁作 りや中庭

を囲む形式に建てることを除外すれば，

写真２４ 土壁に半分埋没している柱。立柱後

　　　 に土壁が作られているのがわかる部

　　　 分である。めでたいことばを書いた

　　　 赤紙が貼 られている。 ［雲南省大理

　　　 ペー族自治州大理市紅山 ・ペー族］

木造建築のすばらしさは，他の少数民族のそれと共通 して くるであろう （たとえば，

トン族のそれと）。 これに留意しておき， 次にその建築儀礼 の特徴 を見 ることにし

たい。

　１９８４年の調査時は， 「春節」（旧暦の正月）の前であった。文化大革命や 「四人組」

の時代と異な り， 「生産責任制」 という開放政策がとられたため，豊かになったせい

もあるが，もう一つの理由として，その年は 「春節」を迎えると 「甲子年」にあたる

ことにな り，当地では， 「甲子年」に入る前に結婚しなければならない，新築の場合

は，やはりそうであるが，棟上げ式さえすませておれば，あとは 「春節」になってか

ら完成 して もよい，という風習があったので，その頃は，結婚式 と新築のブームにな

っていた。

　そういう次第であるので，建てかけの家 とか，棟上げ式をこれからやるとか，やっ

ているとか，すませたばかりとかの家を多く観察する機会に恵まれた。

　まず，趙鋭明の詳 しく書かれたペー族の建築儀礼に関する資料 ｒ．趙　１９８３］から，儀
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礼 につ いて の特徴を見てみよ う。例 によ っ．て，この資料 も，大 理の どこの話 なのかは

不 明で ある。かな り長いので，簡略化 して紹介す る。 〈　 〉には，聞 き込み調 査で得

た知識で，注釈を加えてお く。　 （ ） には単 なる説明を入れてお く。』

　　　母方のおじの家が新築されることになり，祝 い物を持 って訪問 した。新 しい

「前櫓柱」（前方の軒柱）には 「漢柏秦松光甲地，呉山楚水壮華居」 と隷書で書いた

「対聯」が貼られており，その他の柱 にも 「磐石為基安且吉，古松作棟寿而康」と

か，「竪柱欣逢黄道 日， 上梁正遇紫微星」などの対聯が張 られていた。 われわれの

到着を見て，すばや く 「拝梁堂」に案内してくれた。それは，ｒ新築の家の中央に設

けられており，その最も奥に 「八仙卓」が置かれている。卓上には，モミ殻付きの

米が１斗満々と入れてあり，その上に 「戯子」（小さな秤），ものさし，はさみなど

が挿 してある。‘米は，新築の家が完成後，主人に年々豊作がもたらされることを表

わし，秤とものさし，はさみは，はかり切れない金と銀，寸法がとれないほど多 く

の布，裁ち切れないほど多 くの服があることを表わす。米の容器のそばには，赤や

緑の色を付 けた饅頭 （マ ントウのこと，マンジュウではない）が置かれている。「八

仙卓」の前にもテーブルがあり， そこに祝い物を並べるのだ。 その前には 「木馬」

〈木を組んだ支柱で，一対ある〉があり，棟上げ用の赤 く染めた 「中梁」が横に載

っている。 「中梁」には，赤の大きな絹布が巻かれていて，その前には，脆拝用の

座蒲団くワラ編みで，直径 ５０ｃｍ ほど〉が置いてある。祝賀に来るどの家族も，そ

の成年男子が 「中梁」前で脆拝するくこれを 「祀梁式」 という〉。このとき，わが

家の祝い物が運ばれてきた。父，母，３番 目の弟，妹が，合計 ４つの大きな盆く長

写真２５ 木馬。［雲南省大理ペー族自治州鶴慶県金屯 ・ペー族］
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方形黒漆塗 り，長辺約 ７～８０ｃｍ＞を大きなテーブルに置く。父の弟の家は，４つの

小さな盆 く長方形漆塗 り，長辺約 ４～５０ｃｍ＞を端のほうに置く。米入りの大盆に

は，お金をたくさん挿 している。きまりによると，贈り物は，「正親」（最も近い親

戚）が大盆 ４つを贈 り，米とコムギ粉各 １斗，黒砂糖４斤 （２ｋｇ），茶葉 ２斤 （ｌｋｇ）

とお金である。「傍親」（一代以上隔てた親戚）は，小盆 ４つで，米 とコムギ粉各 ２

升，黒砂糖 ２斤，茶葉 １斤，お金若干元である。

　脆拝が終わると，棟上げ式 （「上梁儀式」）が始まる。 騒 しい声がやみ， 「掌墨木

匠大師傳」（大工頭）が雄のニワトリ１羽を持ち，突然人 々の間か ら歩いてきて，

「拝梁堂」前の赤い梁のまわりを厳粛な足どりで一周する。一周 しながら 「「鶏是

鳳風鶏，頭戴烏沙帽，身穿五色衣，今日用弥徹開冠鶏，保佑竪房大吉利」 と唱え，

唱え終わると，鶏冠から血をとり，その血を梁に滴下したく梁の両端にたらす〉。

それは 「点血」 といい，棟上げ式の主要な一環をなす。その血は，邪を治すそうだ。

次いで，大工頭 と一人の弟子が， それぞれ腰に斧をはさみ， 「拝梁堂」の両側のは

しごを迅速にかけ登る。登 りながら 「一把梯子十三台，上了一台又一台」 と唱え，

骨組みの頂まで上がり，そこに置いてあった 「仙人橋」（「脚手架」 ともいう足場）

に上がる。腰の縄を解きながら’「脚躁仙人橋，一歩上天堂」 と唱えると，ふたりは

同時にその赤色の縄を下へたらし， 「縄是什歴縄，縄是東海竜王金糸縄」 と唱える

と，下で待 ち構えていた弟子が，その縄を受け，す ぐ解ける縄の結び目に赤い梁の

両端を入れる。梁は，大工頭の 「左辺栓的連環拍，右辺栓的拍連環，揺々掘，掘々

揺，揺々掘々上天堂」と唱えるのにしたがって，上がってゆく。大工頭と弟子が，

写真２６ 棟上げ儀式用の木槌。［雲南省大理ペー族自治州大理市紅山 ・ペー族］
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それをすばや くとり付けたが，その打 ち付け音〈大 きく作った儀式用木槌，赤 く塗

ってあり，柄 は槌 に入 っている部分を含めて約 ５０ｃｍ，槌の断面径 ２０　ｃｍ ほどを用

いるのが普通。ここでは斧を使 っているようだからその音〉の中で，大工頭はさら

に 「梁々々，像是樹中王，今天選択黄道 日，魯班弟子用弥倣中梁，右入樺吉祥如意，

左入桿如意吉祥」と唱えつづけた。

　彼は，上か ら１本の縄を降ろし，中に饅頭，コイン，赤の小旗〈２０ｃｍ ぐらいの〉，

赤の小びん〈２０ｃｍ ぐらいの陶製， トックリ型の小びん，その外側を赤紙で包む〉，

茶びんの入 った竹かごをそれに結 ばせ，その竹かごを吊し上げる。まず赤旗 ４枚を

それぞれ２枚ずつ梁の両端に挿 し，赤の小びんを赤糸で梁の中央に吊す。びんには

水が入っているが，金沙江 （長江の上流）からとってきた 「聖水」だったく剣川県

では，かつてはそこの孔子廟の水を用いた。現在孔子廟はなくなったが，依然とし

てその場所の水を用いるという〉。聖水は，災害をな くし，禍を滅する効があると

いう。大工頭が赤びんを吊すと，弟子が茶びんの水を上からかけた。かけなが ら「水

是東海竜王水，左辺澆竜頭，右辺澆竜尾，竜頭竜尾一斉澆，引得東海竜王来」と唱

えた。大工頭 もつづけて 「主人来亮財，打開宝蔵庫，遍地撒金銭」と唱えながら，

コインを人々に投げ与えた。好運が得 られるといい，人々はそれを争ってとる。次

いで饅頭が投げ与えられる。大工頭はそれを投げながら 「主人発了三斗麺，大鎮 々

蒸了三百六一対，小鎮々蒸了三百六十双，双々要成対，対々要成双」と唱えた。

　棟上げ式の前 日の晩にも，小さな儀式がある。 「拝魯班」と 「送木器」の二つで

ある。「拝魯班」は， その晩暗 くなってから行なうが， 儀式は簡単で，主人と大工

頭とが， １斗の米上に，小さな秤，はさみ，墨壺，酒や茶などを置き，それを 「祖

先堂」（祖先を祭っている所）に持っていき， 脆拝 して魯班先師と祖先 に対し，翌

日の棟上げ式の順調を祈求する。「送木器」のほうは，「拝魯班」のあと，人々が寝

静まった頃に行なう。主人と大工頭とが，生ブタ肉，熟ブタ肉，煮卵，米飯，茶，

酒，「木馬」，オガクズなどを持って，事前に 「地師」（「風水先生」ともいう）に選

定 してもらった所へ行 き，そこで食べられるものは食べ （生肉はそこで火を通す）

〈剣川県では 「地師」に選地 してもらわなくてもよく，村のどこで行なってもよい。

肉は小塊，酒 も少量でよい〉，「木馬」を置いてきたらよいのであるくこの 「木馬」

は小型のもので，「送木器」の 「木器」はこれを指す〉。「送木器」の際は，祈 りの

ことばなどなく，食べたらもどって くるのである。　　 と。

　趙鋭明は，この新築儀礼は，本人の子ども時代の見聞に基づ くと記 している。今 日

では，その出身地の儀礼次第などにも変容があるかも知れないが，〈　 〉に注釈を付
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けることが可能であったように，剣川県では，それと基本的には変わるところがなか

ったといえる。

　剣川県以外の所でも，赤びんを吊すのをいく例も見たが，大理市周城の農村で数年

間調査 してきた，横山廣子の談話によれば，周城の農村の新築儀礼では，そのような

赤びんを吊さない，という。

　同じペー族でも，場所が変わると，当然のことなが ら小異はあるのである。

　なお，Ｌｉ　Ｓｅｎの資料 ［ＬＩ　 ｌ９８３］の場合は，「Ｈｅｑｉｎｇ　ｃｏｕｎｔｙ」つまり鶴慶県の棟

上げ式に触れているが，骨組み上に立った大工が， ４方向に水をまき散 らす という異

なるところもあるが，「伝統的蒸しパン」つまり饅頭を投げることも述べている。 し

かし，あまりにも簡単な記述であるので，その紹介は割愛する。

　次は，剣川県のペー族大工張汝江 （剣川県朱柳大隊く元朱巻場村〉出身，当時６２歳）

による，いわゆる 「四言八旬」だけを前の例に したがって記 しておく。

　まず，棟上げ式で， 梁の左右両端を木槌でたた くときに唱えるのは，「道四句」と

いい，次のようである。

紫金梁，紫金梁

弥在山中作樹王

今天魯班黄道日

購 作中梁 蕩 馨」「は，正確にいうと広間の 「堂屋」と左右にある 「耳房堂屋」の上にある梁 （棟）のことである） 」の計３間の

　 次 は，その饅 頭投 げの ときに唱え るもの。 まず ，東 か ら，以下南，西，北， 中央の

順 で投 げ るとい う。

一破東，太陽正照紫微宮

二破南，南現彩雲現吉祥

三破西，梧桐樹上鳳風棲

四破北，四破北方壬癸水

主人富貴常流水

四方破完破中央

主人脆在梁底下

接得饅頭神仙作

接不得饅頭作神仙

（東に向かって投げる）

（南に向かって投げる）

（西に向かって投げる）

（北に向かって投げる）

（神仙作は，作神仙のこと）

（中央に向かって投げる）

もっと簡単に唱えて，饅頭を投げる場合は，次のようである。
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東方甲乙木　　　　　　　 （東に向かって投げる）

南方丙丁火＊　　　　　　 （南に向かって投げる）

西方庚辛金　　　　　　　　（西に向かって投げる）

北方壬癸水　　　　　　　 （北に向かって投げる）

中央戊己土　　　　　　　　（中央に向かって投げる）

　 ＊（この火は，フオと読まない。火 （フオ）は火事に通じるので，ハオと読ませる）

　以上の投げる饅頭は，大型球形花型のコムギ粉でねって蒸製 したもの ５個で，箸先

を十字に割り，それで花の中央に赤点 ４個が着 くよう，食紅を付ける。饅頭の中には，

昔は元宝や銀貨を入れたが，今 日は５分 （１元一１０角。 １角＝１０分）のコインを数枚

入れる。この饅頭は，さらに赤紙で包んでから，投げるのに用いる。なお，人 々に投

げ与える饅頭は同型で小さく，赤紙で包まず，数百個を投げるという。

　 ちなみに，張汝江によると，今 日のペー族住居は，コウヨウザ ンの値が高いので，

ほとんどは 「雲南松」（ウンナンマッ）を材木にして用いるという。

　 さて，以上のペー族の建築儀礼 においても，柱 と梁を重要視 している特徴や，大工

が唱えることばの中に，多くの道教に関係ぶかいことばの入っているのを知ることが

できた。これ らも銘記 しておかねばならないが，ここで最も記憶にとどめておきたい

のは，これまでのモチまきに対して，ペー族は饅頭を投げるということだ。そこに介

在する意味については，あとで検討することにしたい。

　 ペー族に関 して，最後にもう一つの資料を見 ることにする［楊　１９８６］。これは，剣

川県のペー族が，その地区の建築儀礼の一面をとりあげたものである。それによると，

棟上げ式の日には，全村の成年男子がそれぞれ縄 １本を持ち，手伝いに行 くが，主人

側は食事でもてなすだけで，工銭は払わな くてすむという。棟上げが終了 してからは，

赤の 「対聯」をすぐに貼 らねばならない。「堂屋」（広間）の柱 という柱は，どれも赤

くな くてはならず （柱に赤の 「対聯」を貼 ることを意味する），表口などは，赤で点

綴 しなければならない （めでたいことばを横書 きして，横に貼る赤紙の 「横批」を貼

ることを意味する。 「横批」は 「横披」とも書 く）。 剣川では，「春節」を迎えたり，

めでたいことがあると，互いに 「対聯」を贈る風習があり，それをあち らこちらに貼

るけれども，最も念を入れて書 くのは，新築用のそれで，いかに学識がある者でも，

それを書 くきまりを知 らないと，人々の嘲笑を受けねばな らないのである。その伝統

的なきまりは，「堂屋」階下中英前列の左右 ２柱は，主人の 「対聯」だけを貼 り，他人

は貼ってはならないが，その他の柱は，すべて親戚友人が貼るための柱なのであると

する。 ただ，柱の数は限られているのに， 「対聯」を貼ろうとする者のほうが多いた
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めに，棟上げ終了と同時に，争 って貼

ろうとすることになるという。なお，

「横批」は，棟上げを行なう前に， 主

人によって先に貼られるものである。

「横批」 の内容と格式も， 工夫を要す

る。特に中央の ３幅の大きいものは，

伝統に応 じて書かねばならなく，中央

のは 「姜太公在此， 諸邪回避」， 左側

のは 「文曲星在此」， 右側のは 「武曲

星在此」となるという。これにつづい

て，そういうことを書 く由来伝説の紹

介があるが，それは略してしまうが，

執筆者は，伝説には漢族文化の影響を

受けた部分があり，迷信的色彩 もある

と述べている。この外，饅頭投げにつ

いては，どこでも普遍的にこれを行な

うが，地方ごとにその特徴があるとし，

その例 （前で紹介した例 とは異なるも

写真２７ 建築中のＡＯ・一一族住居。対聯や横批が

　　　 貼られている。 ［雲南省大理 ペー族

　　　 自治州大理市紅山 ・ペー族］

の）をも紹介しているが，小異あること当然なので，ここでは，それを略しておく。

　 この資料をここに要約 したのは，本章冒頭で記 した，めでたいことばを書いた赤紙

を貼る位置が，「壁型」，「屋根型」で異なるとしたことに関係する炉らであった。ペ

ー族は，この点に関しては，「屋根型」にあてはまりそうだが， 実際は， その住居を

囲む土壁の門のまわりにも，赤い紙を貼るところがあ り，「壁型」でもあるのであっ

た。

　では，次は魯班に関連 したことを述べる。

　魯班は，前で大工たちの職業神であると簡単に述べただけで，詳 しくは後述す ると

した。

　魯班は，春秋戦国時代の魯の国の人で，公輸班のことでもある。実在 したとされて

いる人であるが，種々の彼の大工としての伝説のほうの類は，実話 というよりも，伝

説的な話であって，すべての名大工に関する話にさらに尾ひれを付け，それを魯班に

集中させたものであろう。いわゆる始祖伝説の類なのである。

　すでに前で 『魯班手冊』なるものがあったことを述べたし，大工が唱えることばの

９６１



国立民族学博物館研究報告　 １１巻４号

中にも，魯班の名が出てくる場合があった。このように，漢族間で有名な魯班は，少

数民族間でも有名なのである。

　 この点に関して，ペー族王明達の研究資料 ［王　１９８６］も引用 しよう。これも要点

のみで記す。

　王民達は，まず，魯班に関する伝説が，漢族間だけでなく，ペー，イ，チワン，プ

ィ，ヤオ，スイ， トゥチャなどの少数民族間にも流布 しており，漢族 とペー族のそれ

を比較 してみて，ペー族のそれが明らかに漢族文化の影響を受けてはいるが，ペー族

の民族的特色も含まれているという。

　 ペー族の魯班イメージは，ペー族によって作 られているので，漢族の魯班に関する

民間文学の魯班イメージとは，自ずから異なるのであるとし，ペー族と漢族の魯班伝

説の比較研究を展開している。

　 まず，魯班がペー族に知 られるようになったいきさつを考察する。彼は，ペー族の

知識分子が 『礼』 とか 『戦国策』，『墨子』などに記載された公輸班に関する事蹟を，

農民たちに伝えた可能性を否定 しない。 しかし，最大の可能性は，漢族の大工たちが，

魯班に関する伝説の類を，ペー族の農民たちに伝えたとする。漢代，唐代を通 じて，

漢族大工とペー族の交流はあったが，唐代は特に著 しく，唐朝は，何回も大工などの

職人を，南詔国統治者がその宮殿寺廟を造営するのに派遣した。また，南詔の統治者

は，数万の成都の職人技術者を掠奪 して連れてきたので，それらの人々によって，魯

班伝説が最初にペー族の人々に伝わったのであろう，という。

　 しかるに，ペー族の魯班伝説は，畢寛するにペー族の人々の再創造であるか，ある

いは魯班の名を借用 しての新創造であるか ら，そこには，漢族の魯班伝説と相似 した

一面があるけれども，大きなちがいもあるのであるという。

　その差異 というのは，伝説の中で，漢族側のは，魯班の名は魯班で，ときには自称

の 「姓魚名日」が出ることもあり，「張班」は彼のすぐれた徒弟の名なのであるが，ペ

ー族側では， 「張班」は魯班の原名とされている。 また，漢族側のは，魯班は中原一

帯に居住 していたことになっており （たとえば， 魯家湾のように）， ペー族側のは，

魯班の故郷がペー族の居住 している雲南だとされている。あるいは，魯班のみなりに

関していえば， 漢族側のは， おだやかな顔， ぼろをまとい， ほうぼうに出向 くとき

は斧や きりなどを持っているという，基本的には定型的であるのに対 し，ペー族側の

は，ぼろをやはりまとっているが，片 目を傷めた人で，手に傘を １本持っている姿に

なっている。この片目であることは，ペー族大工が墨打ちをするとき，必ず片 目を閉

じて行なうやり方と無関係でな く・魯班の妻が金墾殿を作るときに困難牽感じた魯班
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に，傘骨の原理を教えて解決させた話

が，魯班に １本の傘を持たせたのであ

ろう，という。

　その他まだ数例の差異が述べ られて

いるが，それらはすべて割愛する。

　要するに，王明達のいうごとく，魯

班伝説 は本来漢族間に流布 されたので

あるが，ペー族にも伝わり，それが換

骨奪胎されたのであろう。ペー族以外

の少数民族で，魯班をその民族の大工

の祖神 もしくは職業神とするのもあっ

たが，ペー族ほどの焼き直 しは発見さ

れなくても，多かれ少なかれ漢族のイ

メージした魯班像とは異なっているだ

ろう。 したがって，少数民族間に魯班

にまつわる儀礼があるからといって，

その儀礼すべてが，その民族本来のも

写真２８ 舞錐 も使われている。 ［雲南省大理

　　　 ペー族自治州大理市鳳儀 ・ペー族］

のではないと，全否定するのではぐあいがわるい。

　 しか し，いかに換骨奪胎があったとしても，漢族か らの儀礼要素が，その本来の原

初的儀礼に加わっていることまで否定できない。

　 という次第であるので，ここに本章の結論的なことをいえば，道教的要素，魯班に

関する要素， 「対聯」のような赤紙を貼る要素などは， 今日のその民族の建築儀礼に

かかわる要素であることはまちがいないとしても，それ らは，原初的な伝統的建築儀

礼ではないということになる。

　ただ， たとえば， 「対聯」などをやたらに柱に貼 るのを重視す ることなどから推察

されようが，柱を重視すること，梁を重視することなどは，本来的なものであろう。

また，モチまきも，その高床式住居の存在する地域の生業的，生態学的環境か ら推察

すれば，これは漢族か らの影響というより，むしろ少数民族本来の儀礼要素の一つで

あるといえるだろう。

　 モチまきは，いちいち詳 しくは述べないが，江蘇省の漢族民家の棟上げ式など，南

方漢族の場合で も，行なわれている例が多々ある。そのモチは，杵と臼で掲 くモチも

あれば，モチ米を石臼などで粉にしたのを用いた，正確にはモチ性食品の 「モチ」も
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あ る。 そ して， 後者 のほ うがます ます多 くな ってい る し， モチ もモチ性食品 も， 漢

族 間では単 なる儀礼食 にな って きたの は，上の ことを示唆す るこ とにはな らないだ ろ

うか。

　 ところで，ペー族 の饅頭投 げに関す る問題が，まだ残 ってい る。

　 ペー族 の生活文化 は，高床式住居の分布 のあ った トン族 その他 の民族 と共通す ると

ころもあるが ，た とえ ば，モチ米利用 はあ っても，それ はたいへん少 な く，モチは儀

礼食 的に用 い られて いて，お こわ は好まず， ウルチ米 の飯の ほうを好む。生に近 い，

ただ皮の表面をあぶ るだけ とい うブタ肉は好むが ，ナ レズ シな どはない。茶道 めいた

「拷茶 」を好 むが，それ には 「乳扇」 を入 れた りす る。「乳扇」 は，スルメのような形

の一種 のチーズであ り，牛乳か ら作 られ る。 とい うよ うに，儀礼，贈答 にも用い るが，

モチは日常的に用い られ，毎 日毎食 お こわを食べ，魚 もブタ もニ ワ トリも，あるいは

キュ ウ リ，ナスであれ，各種の ものをモチ米 を用 いて乳酸発酵 させて， ナ レズ シを作

り， 「油茶」 にはモチや， モチ米 粉で作 ったダ ンゴ も入 れ る トン族 とは，異な るとこ

ろもあ るのであ る。

　モチ米のモチでなく，コムギ粉の饅

頭を作り，それを棟上げ式に用いたの

も，饅頭投げが，モチまきと形式を同

じくする点で，共通の枠組みを想定で

きるとともに，他の文化要素がペー族

の生活文化に入っているであろうこと

も想定 される。「乳扇」は，「姥茶」に

入れるとしても，それは大量に入れる

わけではない。一般には，料理の材料

として用いられる量のほうが多い。 こ

の乳加工文化のあること，モチ米のモ

チよりコムギ粉の饅頭というのも，そ

の生活文化に，牧畜もしくは有畜文化

の影響があるということになるのであ

る。

　す で に見 た高床式住居 の分布地域

は，今日のそれも，遺跡による過去の

それも，いわば照葉樹林文化帯とほぼ

写真２９　 ソフ トボール大の棟上げ式でまく饅

　　　　頭。 コムギ粉製。 ［雲南省大理ペー

　　　　族自治州大理市紅山 ・ペー族］
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一致する。ペー族の分布地域には，今日高床式住居はないけれども，ペー族もしくは

その祖先が，かつてはそれを持 っていた と，前章の 「雲南剣川海門口」遺跡のところ

で触れたことを思い出したい。大理ペー族自治州あたりは，マッの二次林が目立ち，

照葉樹林の優占はもはやない。それは，他の少数民族の地域でも，ほぼ似たところが

ある。 しかし，大理の北方，麗江ナシ族自治県あたりでも， かつては照葉樹林帯に

含まれていた。 今でも， ほんのわずかだが， その痕跡を残す照葉樹があった ［中尾

１９８４］，［梅棹・中尾　１９８５］。第一，マツの二次林は， その照葉樹の乱伐による出現

なのであった。

　 というわけで， ペー族の場合は （ナシ族 もその可能性があるが），照葉樹林文化 と

牧畜 もしくは有畜文化の混合する文化を持ち，照葉樹林文化か らいえば，そのマージ

ナルな部分になるといえようか。あえていえば，そのすばらしい木造住居部分の技術

は，照葉樹林の高床式住居の技術と通根 しているともいえる。

　以上において，高床式住居 と非高床であるが，高床式住居と関連ぶかいと見なせる

住居とについての，建築儀礼をめぐって検討を加えたが，記述は現今の建築儀礼その

ものを目的としたわけではないので，現有資料のすべてを羅列せず，その一部のみを

述べることにした。目的とするのは，むしろ現今の建築儀礼でなく，高床式住居な ら

ば，なん らかの共通する原初的建築儀礼があったのではなかろうか，ということの探

索なのである。

　現今のものでは，たとえば，タイ族とトン族 とでは，同じ高床式住居であっても，

その建築儀礼は相互に異なる。 しか し，その古い時代の原初的建築儀礼には，何か共

通す るものがあるのではないかと，探索 したかったのである。もちろん，現状では，

まだ何 もつかめていない。 しか し，糸口のようなものでも発見 したいということで，

本章を述べた次第なのである。

　 最後に，日本の建築儀礼についても，簡単にコメントしておくことにする。

　今 日の日本の建築儀礼は，かな り簡略化されているのは断わるまでもない。特に，

都市においては，その傾向が著 しい。 しか し，それで も棟上げ式において，柱や梁を

重視する諸行事が残存 している。モチまきは，田舎でならまだ残 っている場合もある

ようだが，すでに都市ではほとんど見 ることがない。 しか し，多 くの建築儀礼を記し

た資料 ［伊藤　１９５９］，［鹿島出版会（編）　 １９７３］，［山崎　１９７９］には，モチまきを含め

ての伝統的建築儀礼の記載がある。都市で行なうものでも，神主がとりしきるのが通

常の状況である。それは，きわめて日本的な，建築儀礼を形成する要素になっている。

　 しかし，たとえば，前記の大工の唱えることばにあった 「紫微星」に通 じる 「紫微
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宮」とか，「紫微正照」を赤紙に書いたりする例は，中国各地で しばしば見られたが，

その種の道教的要素が出現す るのも，沖縄に例がある。その場合は，棟札に 「紫微墾

駕」とか 「天宮賜福紫微墜駕」と墨書 し，裏に 「霜柱氷軒雪桁雨棟露の葺草」とか 「福

如東海広」を書いたものを，棟木に釘で打ちつけるか，棟札を作 らず，棟木そのもの

に 「紫微墾駕」などを書 く場合もあるという ［又吉　１９８４］，［窪　１９７１］。

　 この種のものは，日本津 々浦々にあるわけでな く，華南の文化と親近性のある沖縄

でこその現象だといえよう。

　赤紙をべたべた貼 る例は，寡聞にして知 らない。 したがって，これは検討を要 しな

いｏ

　そこで，結論的にいえるのは，日本の場合にも高床式住居の系譜をたどれる伝統民

家の建築儀礼が，高床式住居の原初的建築儀礼と思われるものと，共通するところが

基底にあって，その上に神道的要素が付加されたが，沖縄の場合は，さらに道教的要

素 も付加されたのであるということである。

　ただ，道教的なものは，かなりあとで，華南あたりから伝わったものにちがいな く，

原初的高床式住居の建築儀礼の伝播とは，切り離さねばならない。

　 もちろん，原初的高床式住居の建築儀礼の伝播は，確定されたものではなく，その

実体 も先に述谷たように明 らかでな く，その探索は今後の問題 として残されているの

である。

Ｖ． ま と め

　高床式住居の分布す る地域 には，伝 統的社会 が活 きてお り，そこには，伝統的物質

文化が なお存在 してい る。そ して，古法 とい うか，古来 の種 々の技術 がなお継承 され

て いる。

　 た とえば， トン族 を例 に して述べ るとすれ ば，それぞれの トン族 の村で ，たいて い

見 ることので きる 「鼓楼」が，その伝統 的社会 の象徴 にな るだ ろう１２）。 その物質文化

に関 していえ ば，筆者 は，すでにモチ，チマキ，おこわ，ナ レズ シ１３），油茶 などにつ い

１２）９７２頁に記載。

１３）ナレズシは，かつては長江中下流域以南の漢族間でもあったことは，古い文献に記載がある

　のだが，今日では，スシといえば日本のものだと，日本人も，大多数の漢族もそう思いこんで

　いる。 しかも，今日の日本のスシは，いわば 「早ズシ」であって，それは新 しい時代の産物に

　 しかすぎず，それの源流は，あの琵琶湖あたりにまだ残っている 「フナズシ」のようなナレズ

　シだったが，それを知る人も少ない。

　　という次第なので， トン族やミャオ族，あるいはタイ族などにもあるナレズシ，しかもナレ
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て報告 した ことがある ［周 １９８４ｂ，１９８５］，［周 ・他 １９８５］ので， ここではその詳細

については敷街 しないで お く。ただ， これ らに追加 してさ らにい くつかの例を述 べ る

と， ミャオ族 の古型 の製紙技術１４）とか，真正の茶以 外の 「茶」 の利用１５）とか，セ ンニ

ンコクの種子 の利用１６）とか，種 々の例が思 い浮かぶ。それ こそ枚挙す るの にい とまが

　ズシといっても，三江の トン族のように，魚だけでなく，ニワトリ，ブタ，各種野菜のそれが

　あり，ある地方のヤオ族は，もっぱら鳥のナレズシを作るなど，ナレズシ好みの風習も，古法

　の残存を示す好例となるだろう。

１４）貴州省賠東南ミャオ族 トン族自治州丹塞県のミャオ族は，コウゾの樹皮を用いて，和紙のよ

　うな 「白皮紙」を作るが，そのコウゾを川水につけ，手でもんでから，石灰水につけ，次いで

　それを軟化させることになるが，軟化の熱処理は，「紙甑」と称する甑が用いられている。お

　こわを蒸す甑の代用ではなく，製紙専用の甑だが，蒸す方法がここにもある。日本の流漉きで，

　 トロロアオイやノリウツギなどが，いわゆる 「ネリ」として用いられているのと同様に，ここ

　では現地名 「岩杉樹」の根，「野綿花」の根，その他の植物が，「滑薬」（ネリ）として用いら

　れているのも興味ぶかい。この製紙法も，古法を残すものという点で，関係者の注目を浴びて

　いるのである ［石橋大簸箕塞民俗調査組（編）　 １９８４］。

１５）茶の原産地は，雲南省やアッサムのあたりだといわれている。一般には，南米の 「マテ茶」

　や， 中国の 「菊花茶」や， 日本の 「柿の葉茶」など， 種々の真正の茶 （学名で Ｔｈｅａ　ｓｉｎｅｎｓｉｓ

　と称するもの）以外の 「茶」を含めて，茶と称しているが，真正の茶が最も普及するようにな

　る前は，稲が多くの雑穀中から特に選ばれ，広がったように，多くの異なる植物葉の茶的利用

　があった中から，真正の茶が選択され，特に普及 したと思われる。それは，茶の原産地と考え

　られている地域とその周辺には，今日なお，真正茶以外の植物葉が，茶的利用されていること

　が多く，その点から，そのように推察されるのである。

　　広西チワン族自治区の大瑞山のある金秀ヤオ族自治県の 「甜茶」もその例で，これは真正茶

　でなく，バ ラ科の Ｒｕｂｕｓ　ｓｕａｖｉＳｓｉｍｓの葉を利用する。甘味があるので 「甜茶」とその灌木をよ

　び，「茶」の名称にもなっているのである。ただし，「甜茶」と称するものは，これ以外にもあ

　る。 ブナ科の多穂稠 （Ｌｉｔｈｏｃａｒｐａｓ　ｌｉｔｓｅｉ　ｏｌｉａ）， ブドウ科の藤茶 （ＡｍＰｅｌｏｐｓｉｓ　ｃａｎｔｅｎｉｅｎｓｉｓ）， トウダ

　イグサ科の甜葉算盤子 （Ｇｌｏｃｈｉｄｉｅｎ　Ｐｈｉｌｉｐｐｉｎｅｎｓｅ）， ユキノシタ科の土常山 （砂 伽 π９８α岬 ８吻 も，

　「甜茶」と称 して，「茶」として利用する。なお，土常山は，甘茶 ともいうが，和名のアマチャ

　と同じ発想で命名されている。これらの 「茶」は，広西だけでなく，四川，雲南，貴州に産し

　たり，もっと広域に長江以南の各省に分布 したりするが，その利用は産地のすべてでなく，西

　南中国と華南に集中しているのがおもしろい。

　　広西には，「桑寄生」というヤドリギ科の Ｌｏｒａｎｔｈｕ∫　Ｐａｒａｓｉｔｉｃｔｔｓも採集され，古 くから 「茶」と

　 して利用されている。『本草綱目』にも出典があるほど，利用は古 くか らあるのである。「桑寄

　生茶」と称 している。

　　これらのものを，ブータンの場合と比較するのは興味ぶかい。中尾佐助の資料 ［中尾　１９７６］，

　［中尾 ・西岡　１９８４］には，別種のヤドリギが利用されているだけでなく，ヒマラヤのシャクナ

　ゲの 「茶」利用とか， 中国の土常山と同種のアジサイのなかまのものも， 「茶」として利用 し

　ていることが述べられている。

１６）中尾は，ヒユ科のセンニンコク （Ａｍａｒａｎｔｈｕｓ　ｃａｕｄａｔｕｓ）が， 栽培され， あるいは作物中に混

　入 しているが，その種子が穀類のように利用されるのは， ヒマラヤ地域だけでなく，中国西南

　部でも同様であると述べている ［中尾 ・西岡　１９８４］。

　　中国では，この 「紅菟菜」とか 「尾穂菟」と称されるセンニンコクだけでなく，シゲホビユ

　（ＡｍａｒａｎｔｈＵＳ　ｈ）ｂｒｉｄｕｓ）である 「干穂穀」とか 「繁穂菟」と称するほうも， 同じく種子を利用す

　る。

　　中国における両者は，小山鐵夫によれば ［小山　 １９８４］，東北地方から雲南省まで栽培 してお

　 り，野菜としての利用は，前者より後者のほうが好まれているようだ，としている。しか し，

　中国の植物学関係の文献では，後者の種子利用については触れてあっても，その他の食用の記

　載はほとんどない。その理由は，この中南米原産の植物が， トウモロコシの伝来に随伴 して，

　今もトウモロコシ畑などに随伴 して生えてくるのが通常の姿であるが，その花穂の姿が美 しい
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な いので，例 はこれ以 上述 べない ことにす るが，高床式住居 の分布 す る地域 には，そ

れぞれの民族の伝統的社会 があ り，伝統文化 があるので ある。筆者 は，伝統文化 の う

ちの物質文化に重点 をおいて，これまで調査 して きたので あったが，物質 文化 の文化

要 素は，それぞれの民族 ，あるいは地域 にお いて，散発的 ｝と一 ，土 のそれが共通 して

観察 され るだ けで は，充分人を納得 させ られない。 もちろん～諸 文化要素 は，地方差

があ る場合 もあ り，どこでも一致す る内容で はな いの は，三江の トン族 と新晃 の トン

族で，同 じ 「油茶」 といえども， 内容 は完 全 に同 じではない とい う例 を挙 げれ ばよい

だろ う１７）。 ところが，諸文化要素 は，それぞれ内容 に小異 はあ って も，い くつ かがセ

ットにな って，それぞれの民族，地域 に発見 され るのであ る。

　 その文化要素 のセ ッ トは，いわ ば照葉樹林文化 の文化要素 の複合だ とい って もよい。

高床式住居 の分布 は，中国の一部 に限 られ るわけではな く，東南 アジアの犬陸部や大

陸部以外 にも分布が あり，オ セアニ アな どに も分布 があ る。 それ らのすべてが，同 じ

文化 によって支え られてい るわけではないが，高床式住居 は，安志敏が述べた ように

［安　 １９６３］，必ず しも中国大 陸を中心 に して，各地 に伝播 して いったわ けで はない し，

か りに伝播 したのだ と して も，それを支 えてい る文化 に相違 があって もよい。 しか し，

少な くとも，照葉樹林 文化帯 の高床式住居 はその文化の一文化要素であ り他の照葉樹

林文化 の文化要素 と，多かれ少 なかれセ ッ トにな って いるといえ よう。そのセ ットに

な って いる程度の強 さが，個 々の文化要素 の存続を許 して いる強 さにな ってい るので

はなか ろうか。

　 高床式住居 の存続の条件 は， したが って，中国において は，照葉樹林文化の文化要

素の複合 に依存 してい るといえよ うか。 もし，それ ぞれの価値の体系が，漢族 文化に

よって，改変 され るときは，一 ，二 の文化要素だ けが異な って くるのでな く，かな り

総 くずれの勢いで異 な って くる もの と思 われ る。

　 もちろん，漢族 同様 に地床式住居 に変 わ った所 もある。 しか し，それ もい きな り土

壁 を築 く漢式 の地床式住居 になるので な く，「穿闘式」のす ば らしい木造の地床住居 に

その未練 を残 していたで はな いか。

　 高床をやめて，地床 に したのは，戴商燈 のい うよ うに ［戴　 １９４８］，高床の床下に家

　 ので，観賞用植物として栽培されるのが普通であるか らだ。つまり，一般には，食用植物とし

　ての重要性が認められていないから，その記載 も乏 しいということになるのである。

　　だが，これの種子利用は，貴州省贈東南 ミャオ族 トン族自治州のミャオ族では，珍 しくはな

　 い。ミャオ族は，その畑で栽培されたのを 「蒋米菜」などとよんでいるが， 「蒋」は，手で草

　 などを抜いたり，む しったりすることをいい，「米」は，コメとは限らず，穀物の子実をいう。

　区別するときは，コメは 「大米」，アワは 「小米」というふうにいう，あの 「米」である。「薄

　米菜」という地方名は，したがって，なかなか当を得た命名法になっているといえようか。

１７）９７１頁の注１１）参照。
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畜を飼育することによる不衛生 さを，漢族の住居のように，他に畜舎を設けることで，

衛生的にしたためというのは，そういうことの可能性 も，例 としてはいささか存在す

ることがあったとしても，それは，全局を左右する原因ではないと思われる。

　高床式住居の存続する条件は，伝統的社会 もしくは文化の存否に左右されるもので

あり，高床式住居は，伝統的社会 もしくは文化の存在の現われの一つであろう。

　本稿は，筆者の調査資料と現有の文献資料に基づいて，中国の高床式住居の地域的

分布，および，高床式住居を持つ民族を明らかにしようとしたものである。同一民族

であっても， 地方差があり， 一部で高床式住居があっても， 他の一部でない場合も

あった。 地域 によって異なる有無 の状況は， それぞれ具体的に言及 したつもりであ

る。

　高床式住居に関する建築儀礼も，民族によって，地方によって異なる場合があった。

たとえば，タイ族 とトン族をとりあげると，そのちがいはたいへん大きいσ本稿は，

その種々の儀礼のありさまを，儀礼そのものに重点をおいて記載するのを目的とせず，

相互に今 日では異なるところのある儀礼であっても，原初的なものはどんなものであ

ったのかを探索 しようとした。その探索は，糸口というほどのものを，かずかにつか

写真３０ 馬絆の鼓楼。 「広西チワン族自治区三　写真３１ 高増の鼓楼。 ［貴州省賠東南 ミャオ族

　　　 江 トン族自治県八江公社 ・トン族］　　　　　　 トン族自治州従江県高増塞 ・トン族］
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写真３２ 「３１」と同 じ （内部から屋上裏を見た

　　　　ところ）。

写真３３ 高増 の鼓楼で イロリを囲んで歌う人

　　　　々。［貴州省騎東南 ミャオ族 トン族自

　　　　治州従江県高増塞 ・トン族］

写真３４ 素朴な鼓楼 （中央やや右寄り）と素朴な風雨橋のあるトン族の村。

　　　　［貴州省顯東南 ミャオ族 トン族自治州従江県営良塞 ・トン族］
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㌧　　　　　　、

写真３５ 油茶を作っている トン族の娘。 ［広西

　　　　チワン族自治区三江 トン族自治県良口

　　　　公社 ・トン族］

写真３６　 トン族の宴会料理。ナレズシづ くし，

　　　　酸菜 （酸湯をだしにした料理）づくし

　　　　の料理である。 ［広西 チワン族自治区

　　　　三江 トン族自治県林漢公社 ・トン族］

んだ程度で，まだ探索されたとはいいがたい。そのため，ＩＶ章は，「儀礼をめぐって」

という題にしたのである。

　また，高床式住居の存続に関する条件は，照葉樹林文化に，少な くとも中国の場合

ではかかわりがあるだろうと，このまとめの章で述べた。

１１）「油茶」は，植物の名称であり， 食用油の名称であり，茶の名称であるので混乱 しないよう，

　気を付けねばならない。 植物名の油茶は，学名が，Ｃａｍｅｌｌｉａ　ｏ１θ砂７αである普通油茶と，同じ

　く Ｃａｍｅｌｌｉａ　ｍｅｏｃａｒＰａである小葉油茶と，その他の油茶の総称である。地方名は，果油茶とか，

　茶油樹とか，いろいろだ。食用油の油茶は，その植物の実をとり，種子と殻にわけ，種子を搾

　油 して得られる。この食用油を用いて作る茶が，飲む油茶である。

　　その飲む油茶の作 り方は，まず鉄鍋で茶葉を妙め，水を加えて煮てから，塩もしくは砂糖を

　入れる。 次いで，「すいのう」のような竹で編んだ杓子の 「ルウ・シェー」で，油と茶液を濾

　過する。茶葉は，その杓子上に残ることになるが，その濾過液を飲むことになる。ただし，濾

　過液だけの 「淡油茶」を飲むのは，貧困な場合だけで， 通常は飲まない。通常は， いろんな

　具を作 っておき，それを入れた油茶なのである。最も普通であるのは，モチ米のあられである

　 「米花」ときざみネギが入るもの。客をもてなしたりするほうは，もっといろんなものを入れ

　る。掲いたモチの薄切り，モチ粉で作ったダンゴ，クリ，ピーナッツ，大豆，ブタ肉，ブタの

　肝などである。これらの具をあらかじめ用意しておき，濾過液が得 られると，碗に，具の中か

　らいくつかを選んだのを入れ，濾過液をそそぎ，それを出すのである。 １杯目がすむと，碗に
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　また具の中から数種をとって入れ，濾過液をまたそそ ぐ。 ２杯目が終わると，３杯目に移る。

　 このように数回飲むのを 「一輪」，「二輪」というように数える。「起礪要吃三輪， 最後一輪要

　吃甜的」と称して，最低は３杯，最後の ↓杯は甘いのをいただくとするのが普通である。この

　ようにして茶を飲むのが 「打油茶」なのである。

　　 「打油茶」に用いた茶葉は，殺青で蒸青法を用いる緑茶である。この点は，注目に値する。

　 というのは，．古くは中国の茶も蒸青によっていたため，茶が日本に伝来したあと，日本では今

　 日まで，ほとんど蒸青によっており，妙青によるのはごくわずかであるのに対 して，中国では，

　明代ゆら蒸青による方法が妙青によ多ものにとって代わられ・今日では・蒸青法は本家の中国　
ではもう消滅したと思われていたからである。 トン族の茶が，蒸青法で殺青するのは，したが

　 って，注目に値することになるのである。

　　 しか し，それは，漢族世界の茶にしか注意 していなかった日本の茶に関する学界，あるいは

　漢族の茶関係者が，茶の殺青法が明代から妙青法に変わったと思っていたにすぎない。

　　広西チワン族自治区三江 トン族自治県の トン族の油茶が，蒸青法による殺青の茶を用いてい

　たのは，明代以前からの方法が今日まで延々と用いられていたことを語る。確かに，今日の中

　国の殺青法は，妙青がほとんどである。そういう全体の状況の中で， トン族は昔ながらの蒸青

　法を用いていたのである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 一

　　油茶にもどって述べるが，油茶でもう一つ注目してよいのは，結婚式などの人々の多 く集ま

　るときは，茶葉をあらかじめ粉末にしたのを 「打油茶」に用いるということ。数１０年前までは，

　日常でもこの粉末のほうを用いたという。これは，一種の 「抹茶法上ではなかろうか。日本で

　も，明代になると，抹茶法が中国では煎茶法にとって代わられ，抹茶法は消滅したと思われて

　いた。その抹茶法のいかにも原初的形態を残すものが，三江 ドン族自治県にあったのだ。した

　がって，これも古法を残 しているといえようか。

　　もちろん，油茶を飲用するのは，三江 トン族自治県では， トン族のみならず，そこに住むヤ

　オ族，ミャオ族にもあるが，貴州省の熔江県とか従江県のように， トン族居住地でありながら，

　 「酸湯」とかナレズシはあっても，油茶を飲むのが欠落 している場合があり，湖南省の新晃 ト

　ン族自治県では，油茶はあっても，茶葉を妙めて水を加えた鍋に，そのままジャガイモ， トウ

　モロコシ，塩などを入れ， 濾過せずに碗に入れ，「米花」をたっぷり入れて 「飲む」という，

　異なる形式の油茶 もある。 ちなみに，「酸湯」は，イロリのそばに常備 している，モチ米をと

　いだ水を入れる容器の中で，やや酸味のするとぎ汁発酵液のことで，これが種々の料理を作る

　ときのダシになる。

１２）鼓楼そのものについての詳しい情報は，１９８５年の貴州省内における調査で，１２日間行動をと

　もにした トン族の黄才貴の論文 「個塞鼓楼研究」にあるが，この論文は，その他の人々の鼓楼

　に関する論文とともに， １冊にまとめられ，黄才貴の論文名が，そのままその本の題名にも用

　いられている ［貴州省文管会弁公室 ・他 １９８５ａ］。

　　ここで目的とするのは，鼓楼の建築学的特徴についてではないので，その詳細は省くが，ご

　く簡単な説明だけを しておかねばならない。

　　以下は，その 『桐塞鼓楼研究』を参考にしながら，調査によって得られた資料も駆使して，

　簡単に述べていくので，いちいちこの本の引用部を明確にできかねることを，あ らかじめ断わ

　ってお く。

　　鼓楼の名称は，その建物に皮太鼓を置いているのに由来する。木造家屋は，火災を起こすと，

　類焼 しやすい。もし，ある村に火災が起こり，その村の鼓楼も焼失すると，人々は先に住居の

　ほうを復興させようとするのでなく，鼓楼を復興させようとする。ただ，それはあくまでも象

　徴的であって，焼跡に １本のコウヨウザンの木を立てるとよいのである。鼓楼そのものが完成

　されな くて も，この木が心目中の 「鼓楼」になる。

　　このことは， トン族の村人たちが，鼓楼をいかに重視 しているかがよくわかる話になる。

　　この鼓楼だが，一般には， トン族の村に最低一つはあり，現存するものでは，五つもある村

　もある （八つあった所のは，焼失 して現存 しないという）。

　　どころで，各種の画報のグラビア写真にしばしば登場するのは，数層の塔のように見えるも

　のばかりなので，そのようなタイプのものばかりであるように思われるが，実際は，異なるタ

　イプのがあるのである。その名称だけを記すと，それ らは 「干欄式鼓楼」，「楼閣式鼓楼」，「密

　槍式鼓楼」，「門閾式鼓楼」，「民居式鼓楼」などである。
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　このうちの 「干欄式鼓楼」は，高床式住居と同じように，高床の鼓楼であることは，記憶 し

ておかねばならない。広西チワン族自治区の竜勝各族自治県では，竜坪塞，平等塞の呉家と，

徐家，三江 トン族自治県では，大田塞，湖南省通道 トン族自治県では，馬田塞，貴州省椿江県

では，晩塞にあるという。そのうちのあるものは，高床の下が人道になっているそうだ。その

場合は，高床の床で，後述の諸活動が行なわれる。

　楼閣式のは少なく，最も多く現存するのは，密槍式で，筆者の訪れた最も美しいとされてい

る三江 トン族自治県の馬絆鼓楼や，貴州省従江県高増塞の鼓楼も，このタイプのものであった

し，グラビアでよく見るのも，このタイプのものである。

　門閾式のは省き，民居式というのを説明すると，この 「民居」は，高床式の民家を指 してお

らず，ここでは高床のでない地床式の民家のほうを指 している。一般には 「穿闘式」であるが，

中には 「擁梁式」の長所を一部にとり入れたのもある。

　これら諸タイプの鼓楼のうち，高床式のは，最も早期からあったタイプで，高床式住居を雛

型にして作 られたと推察されているが，それは当然のことだといえるだろう。

　鼓楼の外観は，素朴，絢欄豪華の別はあっても，数層の塔のように見える。しかし，その内

部に入り，頭上を見上げると，がらんどうになっていて，数階になっているのではないことが

わかる。構造の詳細は述べないが，最も多いのは，４本の大柱 （「主承柱」）が地面から屋根裏

に達するもので，その ４本の柱を結ぶ横材の各種とともに，筒形の内柱環を作っており，それ

をとりまく形で軒柱があるが，その数は一般には１２本で，これらで外柱環を形成 している （内

柱で ６本か ８本，外柱で ８本，１４本，１６本のもある）。柱数は， 内，外とも偶数で，それによ

って作られている平面も，４角形， ６角形，８角形と偶数の角であるが，層数は，３層，５層，

７層……と，奇数で，１５層のものもある。太鼓は，屋根裏にとり付けたのが最も多いが，前記

馬絆の場合は，第 ３層にとり付ける工夫がされている。釘 １本使わないすぐれた建築物である。

　ところで，この鼓楼の村内における役割は何かといえば，火災時などの緊急を知らせる太鼓

を鳴 らすだけなのではない。それ以外に，村の長がそこに集まって議事を行なう。村民間のも

めごとをそこで処理する。男女が集まって歌のかけ合いをする。鼓楼の広場 （「鼓楼坪」）で，

歌い，踊りをし，芦笙のコンクールをする。闘牛用の牛が死んだとき，その角を柱上にかける

（村民の団結と村の富のしるしという）。通過者の便宜をはかってワラジなどを常備 しておく。

村民の休憩の場である。

　筆者は，広西の三江 トン族自治県林漢人民公社程陽の亮塞の素朴な鼓楼で，その近在の大田

塞，新塞，岩塞などから，日が落ちてから長短まちまちの芦笙に，種々の植物の枝葉をその上

に付けて，やってきた芦笙隊のコンクールが，深夜まで行なわれたのを見る機会があったが・

亮塞の子どもを含めてほぽ全員がそこに集まっているほどの，村をあげての行事になっていた。

このコンクールは，時期を異にして各村で行なうという。鼓楼は，そのように，村民の集合の

中心地なのである。

　貴州省従江県高増塞を訪問したときは，青年男女が鼓楼に集まり，鼓楼内の地面に作 られた

イロリを囲んで，歌をうたって歓迎して くれた。外来の客を迎えるのも，鼓楼がその場所にな

っている。 もっとも， 鼓楼に案内される前には， その近 くの広場で人々が待ちうけており・

「欄路歌」が歌われ，酒を飲まないことには，外来者を村へ入れないことになっている。「欄

路」とは，とおせんぽうのことで，道をふさぎ，通行をじゃますることである。　

しかしながら，上記鼓楼の諸機能は，識者が頭で考えた場合にまとめられるものであった。

なんのために鼓楼が村に存在するのかを村人に問うと，異なる答えが返 って くるとい う ［溜

１９８５］。

　それは， 「鼓楼は民族の団結を象徴するものだ」という類のもので， この種のものが最も普

遍的回答になるという。 「われわれ トン族は，魚が魚溜に集まるように，鼓楼に集まるのだ」

というのもそれだ。ちなみに， トン族の村には，稲田養魚が行なわれており，魚溜とは，水田

中でやや深 くなっている，魚の集合できる所で，その上には，しば しば柴が数１０本からめられ

て，テントのように立てかけられており，魚に害を与える鳥などを防 ぐようになっている。

　 いずれにしろ，鼓楼を トン族の象徴とするのは， トン族共通の心情によっていると，この人

は説明するのである。

　 鼓楼は，確かにその村で最も目立つだろう。それは， トン族の今日なお活きている伝統社会，

伝統文化の象徴であると換言 してもよさそうだ。
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付 記

（１） 本稿では，敬称をすべて略させていただいた。

（２） 本稿は，国立民族学博物館の 「中国少数民族に関する基礎的研究」共同研究会 （代表 ：周

　　達生）で発表 したものを材料の一部としているので，その研究会の個人成果の一つとしてこ

　　こに発表した。

（３） 本稿提出後の１９８６年１２月，雲南省徳宏タイ族チンポー族自治州のすべての市と県，および，

　　貴州省織金県などを調査してきたが，新資料をここに補充する余地がないので，そμ らにつ

　　いては，別の機会に発表させていただ く予定である。また，最近，雲南省設計院雲南民居編

　　写組（編）『雲南民居』中国建築工業出版社 （１９８６年）を入手したが，それは，一部グラビア

　　写真のタイ族住居が，徳宏のであるのに，西双版納のそれと誤記されている欠点はあっても，

　　高床式住居に関しては，現今の中国における文献中，最も詳細なものであったが，これにつ

　　いての引用 も，同上理由でさしひかえた。
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　　１９６２ 「東南アジァにおける居住様式の地理学」『人文研究』１３（１１）：３６－５２。

　　１９８５　『東南アジァのこころ一 伝統文化の世界観一 』日本放送出版協会。

質 唯 英

　　１９８５ 「吊脚楼上的歌手一 土家族聚居区見聞一 」『人民日報』（海外版）１２月３０日。

簡 家 奎 ・呉 正 光

　　１９８５　「丹塞石橋大簸箕塞的苗族民居」『貴州文物』１：５５－５６。

江 道 元

　　１９８１ 「鄧族民居」『建築学報』ｌｌ：５９－６４。

　　１９８２　「西蔵葦若文化的居住建築」『西蔵研究』３＝１０３－１２６。

　　１９８３　「『中国民族建築学』提綱 ・摘要 ・序」（原稿コピー）

江 応 櫟

　　１９８３　『簾族史』四川民族出版社。

城歩苗族自治県概況編写組 （編）

　　１９８４　『城歩苗族自治県概況』湖南人民出版社。

広東省民族研究所広東少数民族編写組 （編）

　　１９８２ 『広東少数民族』広東人民出版社。

鹿島出版会 （編）

　　１９７３　『建築の儀式と祭典一 起工式から落成披露まで一 』鹿島出版会。

景頗族簡史編写組 （編）

　　１９８３ 『景頗族簡史』雲南人民出版社。

貴州省文管会弁公室 ・貴州省文化出版庁文物処 （編）

　　１９８５ａ『伺塞鼓楼研究』貴州人民出版社。

　　１９８５ｂ『貴州個塞鼓楼風雨橋』貴州人民出版社。

国家民委民族問題五種叢書編集委員会中国少数民族編写組 （編）

　　１９８１ 『中国少数民族』人民出版社。

江華瑠族自治県概況編写組 （編）

　　１９８５　『江華瑞族自治県概況』湖南人民出版社。

広西壮族自治区概況編写組 （編）

　　１９８５　『広西壮族自治区概況』広西民族出版社。

小山鐵夫

　　１９８４　『資源植物学』講談社。

窪 徳 忠

　　１９７１ ｒ沖縄の習俗と信仰一 中国との比較研究一 』東京大学東洋文化研究所。
ＬＥＨＭＡＮＮ，　Ｊ．

　　１９０４　Ｄｉｅ　ｐｆａｈｌｂａｕｔｅｎ　ｄｅｒ　Ｇｅｇｅｎｗａｒｔ．　Ｍｉｔｔｅｉｌｕｎｇｅｎ　ｄｅｒ／Ａｎｔｈｒｏｐｏｔｏｇｉｓｃｈｅｎ　Ｇｅｓｅｌｌｓｃｈａｆｔ　ｉｎ　Ｗｉｅｎ，
　　　　 ＸＸＸＩＶ，　ＰＰ．１９－５４．

９７５



国立民族学博物館研究報告　　１１巻４号

ＬＩ　Ｓｅｎ

　　１９８３　Ｂａｃｋ　Ｈｏｍｅ　ｉｎ　ａ　Ｂａｉ　Ｖｉｌｌａｇｅ．　Ｃｈｉｎａ　Ｒｅｃｏｎｓｔｒａｃｔｓ　ｌ　１：６２－６４．

李 先 逡

　　１９８３　「貴州的干欄式苗居」『建築学報』１１：３３－３６。

林 蔚 文

　　１９８５　「古代東南越人建築業述略」『中南民族学院学報』４；　９０－９５，３１。

劉 敦 槙

　　１９７６　『中国の住宅』田中　淡 ・沢谷昭次訳，鹿島出版会。

劉 敦 禎 （編）

　　１９８０　『中国古代建築史』中国建築工業出版社。

劉 輝 蓋

　　１９８３（？）『海南島黎族的住宅建築』広東省民族研究所。

又吉真三

　　１９８４　「沖縄の建築儀礼行事」『九州 ・沖縄地方の住い習俗』明玄書房，ｐｐ．３０９－３１８。

民族問題五種叢書雲南省編集委員会 （編）

　　１９８３ａ『侃族社会歴史調査 （一）』雲南人民出版社。

　　１９８３ｂ『侃族社会歴史調査 （二）』雲南人民出版社。

　　１９８３ｃ『侃族社会歴史調査 （三）』雲南人民出版社。

　　１９８３ｄ『白族社会摩史調査』雲南人民出版社。

中尾佐助

　　１９７６　『栽培植物の世界』中央公論社。

　　１９７８　『現代文明ふたつの源流一一一一ｗａｇｅ樹林文化硬葉樹林文化一 』朝日新聞社。

　　１９７９ 「照葉樹林文化の建築」『建築雑誌』９４（１１４５）：１１－１４。

　　１９８４ 「消えゆく照葉樹林帯一 中国 ・雲南省を旅 して一 」『朝日新聞』（タ刊）１０月２７日。

中尾佐助 ・西岡京治

　　１９８４ 『ブータンの花』朝日新聞社。

大島裏二

　　 １９７３　「パラワン山地民の樹上共同家屋」吉阪隆正 （他） 『住まいの原型 ＩＩ』 鹿島出版会，

　　　　　ｐｐ．８３－９７０

太田邦夫

　　 １９８３　「世界の木造構法の分布とその技術史的背景」『住宅建築研究所報』ｐｐ．３－２４。

　　 １９８４ 「東南アジァのすまい一 その形態と技術の伝統一 」 杉本尚次編 『日本のすまいの

　　　　　源流一 日本基層文化の探究一 』文化出版局，ｐｐ・１６５－１９０。

溜 年 英

　　１９８５　「個族人民的空間語言一 論鼓楼的社会功能和美学意義一 」『貴州社会科学』５：１７－

　　　　　 １９。

彰 壌 図

　　 １９８５　「杷々情」『民族文化』１：６－７。

傑標族簡史編写組 （編）

　　１９８３ 『標標族簡史』雲南人民出版社。

漸江省文物管理委員会 ・漸江省博物館

　　１９７８　「河婦渡遺趾第一期発掘報告」『考古学報』１：３９－９４。

海江省文管会 。断江省博物館

　　１９７６　「河婦渡発現原始社会重要遺趾」『文物』８＝６－１５。

郡 俊 儀

　　１９８１ 「重慶 “吊脚楼”民居」『建築師』９：１４３－１４９。

石橋大簸箕塞民俗調査組 （編）

　　１９８４　『貴州省文物工作資料涯編 （第五集）丹塞県石橋大簸箕塞民俗調査報告』 貴州省文物

　　　　　管理委員会 ・貴州省文化出版庁。

史 宗 竜

　　 １９８２ 「簾族古歌謡与簾族原始宗教」『思想戦線』６：ｔｌ６－５１。
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周　 中国の高床式住居

周 達 生

　　１９８２ 「客家文化考一 衣 ・食 ・住 ・山歌を中心に一 」『国立民族学博物館研究報告』７（１）：

　　　　　５８－１３８。

　　１９８３　「中国雲南 ・広西を行 く一 民博少数民族文化考察団報告一 （６）建築と儀礼」『朝

　　　　　日新聞』（夕刊） １月２１日。

　　１９８４ａ「巨視的にみた中国の民家」 杉本尚次編 『日本のすまいの源流一 日本基層文化の探
　　　　　究一 』文化出版局，ｐｐ・３７１－３８１。

　　１９８４ｂ「モチ米の利用一 少数民族にみるネチネチ食品のあれこれ一 」佐々木高明編著 『雲

　　　　 南の照葉樹のもとで一 国立民族学博物館 中国西南部少数民族文化学術 調査団報告

　　　　 一 』日本放送出版協会，ｐｐ．９３－１２９。

　　１９８５ 「〈食べる〉茶 とその周辺」石毛直道編 『論集 ・東アジアの食事文化』ｐｐ．３１７－３４２。

周 達 生 ・鄭 大 聲 ・中尾佐助

　　１９８５ 『アジァの食文化』大阪書籍。

新晃個族自治県概況編写組 （編）

　　１９８５　『新晃個族自治県概況』湖南人民出版社。

四川省民族研究所 （編）

　　１９８２　『四川少数民族』四川民族出版社。

思想戦線編集部 （編）

　　１９８１ 『西南少数民族風俗志』中国民間文芸出版社。

宋 兆 麟

　　１９６４　「雲南永寧納西族的住俗一 兼談仰紹文化大房子的用途一 」『考古』８：４０９－４１３。

SPENCER, J. E. 
   1947 The Houses of The Chinese.  Geograbhical Review XXXVII: 254-273.

スチューベル，Ｈ．

　　１９４３ 『海南島民族誌』清水三男訳，畝傍書房。

杉本尚次

　　１９７１ 「東南アジァの住居一 分布を中心として一 」『季刊人類学』２（３）：１４７－１９１。

　　１９７７ 『地域と民家一 日本とその周辺一 』明玄書房。

　　１９８４ 「オセアニァのすまい一 分布を中心として一 」 杉本尚次編 『日本のすまいの源流

　　　　 一 日本基層文化の探究一 』文化出版局，ＰＰ・２２９－２５５。

　　１９８５ 「家屋」大林太良編 『東南アジア ・オセアニァにおける文化クラスターの構成と分析』

　　　　　国立民族学博物館大林研究室，ｐｐ・５４－５９。

孫 以 泰

　　１９６３　「広西億族麻欄建築簡介」『建築学報』１：９－１１。

諌 明 華

　　１９８４　「都西土家吊脚楼」『民族文化』６：５９。

田邊繁治

　　１９７０ 「東南アジアの住居形成」『Ｅｎｅｒｇｙ』７（３）：３０－３１。

田中　淡

　　１９８０　「先秦時代宮室建築序説」『東方学報』（京都）５２：１２３－１９７。

　　１９８１ 「干閲式建築の伝統一 中国古代建築史からみた日本一 」『建築雑誌』 ９６（１１７５）：２３
　　　　　－２４。

　　１９８３　「中国の伝統的木造建築」『建築雑誌』９８（１２１４）＝３２－３５。

　　１９８４　「中国住宅の類型」 杉本尚次編 『日本のすまいの源流一 日本基層文化の探究一 』

　　　　　文化出版局，ｐｐ・３４３－３７０。

田　 兵 ・黄 世 賢 ・羅 派 河 ・陳 立 浩主編

　　１９８３　『布依族文学史』広西民族出版社。

田 継 周 ・羅 之 基

　　１９８５　『傷族』民族出版社。

田 茂 忠

　　１９８３　「土家族歌俗」『楚風』２：３７－３９。

鳥越憲三郎

　　１９８２ 『原弥生人の渡来』角川書店。
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鳥居龍蔵

１９８０ 『中国の少数民族地帯をゆく』朝日新聞社。

梅棹忠夫 ・中尾佐助

１９８５ 「雲南に照葉樹をたずねて」『月刊みんばく』９（３）：２－７。

雲南省編集組 （編）

１９８５ 『独竜族社会歴史調査 （二）』雲南民族出版社。

雲南省建築工程設計処少数民族建築調査組

１９６３ 「雲南辺境上的漆族民居」『建築学報』１１：１９－２３。

雲南省建工庁設計院少数民族建築調査組

１９６３ 「河海之浜的白族民居」『建ｉ築学報』１：５－８。

侃族簡史編写組 （編）

１９８６ 『偏族簡史』雲南教育出版社。

若林弘子

１９８３ 「倭族の高床式住居」，「高床式住居の構造」，「人体寸法と建築」， 「穀倉から神殿へ」

鳥越憲三郎編 『雲南からの道』講談社，ｐｐ．８２－１４２。

王 明 達

１９８６ 「白族魯班伝説的民族特点一 白族与漢族魯班伝説的比較一 」『山茶』１：８８－９２。

注 寧 生

１９８５ 『雲南槍源崖画的発現与研究』文物出版社。

烏 丙 安

１９８３ 『民俗学叢話』上海文芸出版社。

１９８５ 『中国民俗学』遼寧大学出版社。

席 克 定

１９８４ 「貴州水族石板墓葬」『貴州文物』２：５３－６２。

山崎正男
１９７９ 『建築業祭事の常識』清文社。

楊 鴻 助
１９８０ 「河姻渡遺趾木構水井豊定及早期木構工芸考察」 『科技史文集 （第 ５輯）』 上海科学技

術出版社，ｐｐ・６３－７０。

楊 鴻 勲 冒
１９８４ 「従巣居到宮室一 漫話原始社会的居住建ｉ築一 」『文物天地』２：３８－４０。

楊 利 先
１９８６ 「剣川白族風情拾趣」『山茶』３：７５－７７。

楊 盛 竜
１９８２ 「土家族建房上梁儀式」『民族文化』６：５９。

楊 通 山 ・蒙 光 朝 ・過 偉 ・鄭 光 松 ・周 東 培編
１９８３ 『個郷風情録』四川民族出版社。

禺 平 華 ・許 再 富 ・黄 玉 林
１９８２ 「西双版納民族用材研究」『熱帯植物研究論文報告集』雲南人民出版社，ｐｐ．１０８－ｌｌ５。

１９８５ 「西双版納僚塞伝統栽培植物的調査研究」『雲南植物研究』７（２）：１６９－１８６。

曽 憲 陽 ・彰 邦 青 ・彰 匡 ・呉 洪 恩編
１９８５ 『貴州』貴州美術出版社。

張 紫 農
１９８５ 『中国民俗与民俗学』漸江人民出版社。

趙 鋭 明
１９８３ 「奇異的白族竪房儀式」『大理文化』６：７５－７７。

趙 正 之
１９８３ 「中国古建築工程技術」『建築史論文集 （第一輯）』清華大学出版社，ｐｐ・１０－３３。

朱 良 文
１９８４ 「麗江古城与納西族民居」『建築師』１７：１０９－１２１。

朱 宝 田
１９８２ 「試論基諾族大房子」中国民族学研究会編 ｒ民族学研究 ３』民族出版社，ｐｐ．１３８－１４９。

朱 盛 良
１９８４ 「布依族的石頭村塞」『中国』７：７－９。
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